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1，はじめに

『美濃飛騨両国諸川棲息魚介図　附魚類取調書』は、

明治時代に作られた岐阜県内に棲息する水生生物の解説

書である。岐阜県図書館に所蔵されており、この時代の

県内の水生生物の生息状況が記録されていて、興味深い

資料である（千藤，2007）。さらに江戸時代の『享保元文

諸国産物帳』に記載されている生物名（金古，1990b）と

現在の方言名（金古，1990a）の問をつなぐ資料としても

貴重である。

2，岐阜県図書館所蔵の『美濃飛騨両国語用棲息魚介図

附魚類取調書』について

岐阜県図書館が所蔵する、『美濃飛騨両国諸IIi棲息魚

介図　附魚類取調書』は、1909（明治42）年に岐阜懸師

範学校の作った写本である。岐阜県が所蔵していた『美

濃飛騨両国魚漁之図　附魚具及使用法取調書』・『美濃

飛騨両国諸川棲息魚介図　附魚類取調書』を基に写本が

作られたようで、その辺のことは次のように書かれてい

る。

「右二図及取調書ノ原本ハ本願ノ所蔵ニシテ今回本校

二於テ博物撃上ノ参考二資スル薦特二本願ヨリ借受ケ之

ヲ勝馬セントシタルニ本校生徒ニシテ此ノ固及取調書ノ

印刷二付セラレ之力配布ヲ希望スルモノ多数ナルニッキ

其希望ヲ容レ両国ヲ撮影シテ罵眞版下ナシ取調書ヲ印刷

二付シテ謄寛二代へ賞賛ヲ以テ希望者二頒ツコトナセリ

明治四十二年二月　　岐阜懸師範学校」

1957年に刊行された『長良liゆ生物』の中で丹羽は、

「岐阜県は、美濃に木曽・長良・揖斐の3大川があり、

飛騨に神通・圧の2大川があって、すこぶる河）旧こ富み、

またこれらの諸河川はいずれも魚類に恵まれて、その研

究は明治14年（1881）の『美濃飛騨両国諸川棲息魚類取

調書』をはじめとして、早くも諸学者の着手するところ

となった。」と述べている。しかし、「筆者は遺憾ながら、

まだこの取調書の全文を閲読する機会を得ない」とも書

いている（丹羽，1957）。氏が目を通されていたなら、研

究はもっと深まっていただろう。

総合すると、岐阜県が1881（明治14）年に作った（著

者不明）ものを、師範学校が県より借用し、1909（明治

42）年に写しを作ったもののようだ。原本のなくなった

今となっては、この写本も貢重な資料である鮮1
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美濃飛騨両国諸Iil棲息魚介図

附魚類取調書（岐阜県図書館蔵）

3，記載された種の同定について

同定に当っては、各塀の原文を先に載せ、その後に解

説をつけることにした。原文を尊重して出来るだけ原文

に忠実にしたが、余りにひどい略字については読み易い

字に直した。なお、種名の呼称については、ルビのある

ものはカタカナで、ルビのないものは推定名をひらがな

で記した。方言名は主に金古（1990a）に拠った。その

ため、採集した市町村名の表記は1990年当時のものであ

る。

（注1「美濃飛騨両国諸州棲息魚類取調書」は岐阜県歴史資料館が所蔵していることが判明した。
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第萱掘

緋鯉（真鯉ノ憂色セシモノニシテ斑、白、藍等ノモノア

リ）ハ美濃国恵那郡中二於テ多ク育養ス就中付知、明知

ノ両村ハ毎戸畜養セサルモノナシ普通ノ白魚ヨリハ頭小

ニシテ身園ク味ヒ甘美ナリ年々他国へ輸送シ巨額ノ収益

ヲ得近来恵那郡地方ハ製紙ノ業隆盛ニシテ蠣ヲ得ル多ク

篤メニ充分ノ飼養ヲ施スヲ以テ最モ能ク肥大成長ス大ナ

ルモノ三尺二過ク

第1号　緋鯉（ひごい）

取調書の中に「真鯉ノ憂色セシモノニシテ・・・」と

あり、「普通ノ白魚ヨリハ頭小ニシテ」とある。白魚と

は、ニゴイのことであり、ニゴイはコイに良く似ている。

分かり易い説明だと思う。また、コイの色彩変異である

ことも認識されていたようだ。当時、恵那地方は製糸業

が盛んで　蚕が盛んに飼われ、餌になる蚕の蛸も多くあ

り、それで鯉の養殖も盛んだったようだ。

第武塀

ランチエウ紗ハ美濃国揖斐川筋及西濃地方ノ池沼等二棲

息スルモノニシテ形チ牛紗二似テ色濃ク躯園ク肥大ニシ

テロ潤シ大ナルモノニ寸五六分二過キス毎年夏季ヨリ秋

分ノ頃二捕フルモノトス

第2号　ランチュウ紗（ランチュウモロコ）

「形チ牛紗二似テ色濃ク躯園ク肥大ニシテ」とある。

ランチュウ紗は、金魚のランチュウのように寸づまりで

お腹の肥大した形をしているのだろう。形態からカワバ

タモロコの雌ではないだろうか。カワバタモロコは腹鰭

と尻鰭の問の腹面が竜骨のように突出している。雄の方

が小形で体形も細いのに対して、雌は大形で体高も高い

（川郡部・水野，1989）。また、カワバタモロコならば

「美濃国揖斐川筋及西濃地方ノ池沼二棲息スル」と書か

れていることと、カワバタモロコの方言名が主に養老地

方に分布する点でも一致する。

第参掘

櫻搬（一名赤目柳鰊）ハ美濃国長良川及揖斐川筋二棲息

スルモノニシテ形紗魚二似テ躯二斑紋アリ鱗細シ春時櫻

花ノ候二至レハ紅色ヲ帯ヒ頗ル美麗ナリ故二此名アリ其

候味最モ甘美ナリ大ナルモノ八九寸二及フ秋ヨリ冬季中

ハ白黄色二欒シテ美麗ナラス捕獲ハ春雨ノ飴ヲ最モ多シ

トス

第3号　櫻鯨（さくらハヘ）　一名赤目（あかめ）柳鰊

（やなぎはえ）

「春時櫻花ノ候二至レハ紅色ヲ帯ヒ頗ル美麗ナリ」と

あり、櫻鰍の語源を説明している。婚姻色の出ているカ

ワヒガイの雄を指している。ただ、一名の「赤目柳鯨」

であるが、これは「赤目・柳鰊」と二つの名前を列記し

たものではと考えた。鯨にも色々の種がいるため、区別

する必要から「柳鯨・白鯨・糞鮫・・・等」の名前が生

まれたのである。しかし、柳鱗と呼ばれる魚群の中をさ

らに区別して、赤目という言葉を被せた赤目柳鯨が必要

なのだろうか。カワヒガイの方言名の中に「あかめ（和

良村・高富町・川島町・笠松町）」と「やなぎばえ（白

鳥町）」が残っている。また、「さくらばえ」の名も、西

濃・中濃地域に広く分布し残っている。表題の「櫻鰊」

も、方言名の中から分布の広いことで選ばれたのであろ

う。余分のことだが、ヌメリ魚（第39号）の一名として

書かれている「ガマハエ油魚」も、「ガマハエ・油魚」

の二つの名称であろう。

第四睨

鮭魚ハ美濃国本巣郡長良川筋二棲息巨口細鱗形大口魚

（タラ）ニ似テ白質黒章ナリ頭大ニシテ鰭露硬ク頼髭魚

（タイ）ノ如シ性錫ヲ好ム釣丸ヲ以テ釣ルへシ故ニスズ

キ下名ルノ里言アリ該魚二河海ノ別アリ河鮭ハ脂多クシ

テ味ヒ海鮭二勝レリ

（註）「釣丸」は錫丸の誤写、「スズキ下名ル」も「ス

ズキト名ク」の誤写である。

第4号　鰹魚（すずき）

「河海ノ別アリ河鰭ハ脂多クシテ味ヒ海鰹二勝レリ」

とある。鮭という字からも海から遡上して来るスズキの

ことだろう。形態解説のほとんどは『本草綱目啓蒙』か

ら引かれたものである。先の「河海ノ別アリ・・・」も、

『本草綱目啓蒙』から引かれたものである。丹羽（1957）

によると、スズキの遡上上限は関市保戸島から中瀬とあ

る。記載の「本巣郡長良川筋二棲息」は、遡上限界より

も下流だろうから、棲息地はあまり変わっていないと言

えよう。

第五掘

将言紗魚ハ美濃国大野郡揖斐川筋二棲息スルモノニシテ

普通紗魚卜異ナルコトナシ然レトモ肥大ニシテ体丸ク然

シテ淡黒ノ斑紋アリ大ナルモノ三四寸二過キス味ヒ最モ

甘美ナリ毎年春季ヨリ夏季ノ頃多ク捕フルモノトス

第5号　将言紗魚（しようけんもろこ）
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「しょうげんもろこ」、「しょうえもろこ」の方言名が、

揖斐川町に残っている。「美濃国大野郡揖斐川筋二棲息

スル」という記載とも合う。カワヒガイのことである。

『揖斐郡志』に、「将監諸子は揖斐川に産す。岡田将監

諸子鯨を嗜好し、慶長19年美濃奉行となるや揖斐liIに放

養すと穐せらる。此魚味美にして揖斐地方にては将監諸

子と稽するも、他地方にては名を異にし櫻色を呈すれば

櫻紗と稿す。」とある。第3号の櫻鱗と同じ魚のカワヒ

ガイであることが分かる。

岡田将藍については、「関ヶ原合戦には家康に属し、

清須城番であった。合戦後の慶長六年（1601）美濃国可

児・羽栗二郡の内5000石を給され、居を姫郷下切におき、

大久保岩見守長安のもとで美濃国内の幕府領の代官の一

人になった。・・・後寛永八年（1631）正月に80石加増

され5080石となって揖斐（揖斐川町）へ采地替となりそ

の地に陣屋を置いた。」と『可児市史』にある。代官と

して治水・農政・民政の全般にわたってカを揮ったよう

である。

第六掘

紗魚（モロコ）ハ濃飛両国各川流二棲息スルモノニシテ

形チムツ魚二似テ鱗粗ク体黄褐色ニシテ淡味ナリ大ナル

モノ三四寸二過ギズ毎年春季ヨリ夏季ノ頃最モ多ク捕フ

ルモノトス

第6号　紗魚（モロコ）

「ムツ魚二似テ鱗粗ク体黄褐色ニシテ」とあるが、紗

魚（もろこ）の名前からしてモロコの仲間だろう。岐阜

県には、「もろこ」と方言名で呼ばれているものには、

イトモロコ・タモロコ・デメモロコの3種がいる。その

中でも、分布も広く、量的にも多いのが、タモロコだろ

う。「濃飛両国各川流二棲息スル」とある。広い分布か

らタモロコだろうと思われるが、決め手はない。

第七塀

柳紗魚ハ美濃国長良川揖斐川筋二棲息ス形チ普通紗魚二

異ナルコトナシト離モ濃青色ニテ鷹羽ノ如キ斑紋アリ淡

味ナリ大ナルモノ三四寸二過キス毎年春季ヨリ夏季ノ頃

多ク捕フルモノトス

第7号　柳紗魚（やなぎもろこ）

「紗魚二異ナルコトナシト離モ濃青色ニテ鷹羽ノ如斑

紋アリ」とある。このような斑紋を持つモロコの仲間に

はスゴモロコ属の魚がいる。岐阜県に棲息するスゴモロ

コ属には3種あり、イトモロコ・コウライモロコ・デメ
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モロコがいる。従来スゴモロコとされていたものは、コ

ウライモロコであることが最近判明した（川郡部ほか，

2001）。スゴモロコは琵琶湖の固有亜種である。スゴモ

ロコ属の3種はどれも良く似ていて、緑褐色のやや光沢

をもった縦条（鷹羽ノ如キ斑紋）が不明瞭だがあり、背

部の大部分の鱗の頂部には暗色斑がある。先の文は、こ

れらのことを言っているのだろう。スゴモロコ属3種は

よく似ているので、同定するのが困難であるが、厳密に

棲み分けているので、生息地によってどの種にあたるか

推定することができる。イトモロコとコウライモロコは

大きな河川の中下流部に生息するが、イトモロコは上流

側にコウライモロコは下流側に分布が偏る。デメモロコ

はイトモロコ・コウライモロコと比べていっそう流れの

ゆるやかな、流れのない潅漑水路やため池に生息する

（川郡部ほか，2001）。長良川では岐阜市長良より上流の

支流や支流の流れ込みでイトモロコが観察され、それよ

り下流でコウライモロコが観察される。デメモロコは現

在では少なくなっており、『岐阜県の絶滅のおそれのあ

る野生生物』によると、墨俣町、安八町、川島町、南濃

町で確認記録がある。方言名の「やなぎもろこ」は、デ

メモロコ・モツゴから採集されている。コウライモロコ

には、「やなぎもろこ」と良く似た「やなぎばえ」が採

集されている（金古，1990a）。ここは種名を特定せずに

スゴモロコ属の魚種とした方が．よいだろう。

第八掘

糞鯨（バへ）魚ハ美濃国長良揖斐川諸川流二棲息スルモ

ノニシテ形チ普通ノ鯨卜異ナルコトナシ然レトモロ尖キ

丸ク体ハ銀色ニシテ園ク肥大セリ大ナルモノ四五寸二過

キス毎年春季ヨリ夏季中最モ多ク捕フルモノトス

第8号　糞鯨魚（くそバヘ）

「鯨卜異ナルコトナシ然レトモロ尖キ丸ク体ハ銀色ニ

シテ園ク肥大セリ」とある。形態的にはすこし違うよう

にも思えるのだが、「くそばえ」の名前からしてアプラ

ハヤ（タカハヤを含む）とした。

第九睨

砂ホリ魚ハ濃飛両国各川流二棲息スルモノニシテ形チ変

ツキ魚二似テロ端稽尖レリ体ハ総テ黄褐色ニシテ背二黒

キ細黒占アリ常二多ク砂底二潜行スルヲ以テ此稽アリ淡味

ナリ大ナルモノ二三寸二過キス毎年春季ヨリ夏季ノ頃多

ク捕フルモノトス

第9号　砂ホリ魚（すなホリ）
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「形チ変ツキ魚二似テ…・常二多ク砂底二潜行ス

ル」とある。カマツカのことだろう。しかし、「大ナル

モノ二三寸二過キス」とある。川郡部・水野（1989）に

よると、カマツカは「1年で7cm、2年で12cm、3年

で18cmぐらいに成長し、2－3年で成熟する」とある。

あまりにも小さいのではなかろうか。

第拾塀

カナハチ魚ハ濃飛両国各川流二棲息スルモノニシテ其形

チ絵魚二男髪タリ然レトモ該魚ノ如ク成長セス偉力二四

五寸ヲ以テ極度トス体ハ茶褐色ニシテ頭部二深黒色ノ斑

紋アリ鰭尾ハ両岐二分レ而シテ三個ノ鋸歯状ノ針ヲ具有

シ容易二手ヲ鰭レ難シ毎年夏期中多ク捕フルモノトス

第10号　カナハチ魚（カナハチ）

「其形チ総魚二男髪タリ然レトモ該魚ノ如ク成長セス

僅カニ四五寸ヲ以テ極度トス…・三個ノ鋸歯状ノ針

ヲ具有シ…・」とある。ナマズを小さくしたものに

似ていて、針を持っていることから、ネコギギだろう。

ネコギギには、「かなはち」の方言名も知られている。

第拾萱兢

黄類魚（キギウ・一名ザス）ハ濃飛両国各jiiニ産スルモ

ノニシテ常二水底二沈ミ柳石ノ間二棲ム其形総魚二似タ

リ色ノ黒キモノヲ黒ギギウトイフ黄赤ナルモノヲ赤ギギ

ウト云フ又赤ネギ黒ネギノ穐アリ又背鰭及月思下ノ両鱒二

鋸刺各一ツアリ人ヲ蟹セハ人大二滴ム故二川蜂トモ云フ

頭大二口澗ク細菌アリ能ク小魚ヲ食フロニ両髪アリ身二

鱗ナク尾二小岐アリ四季トモ捕獲スレトモ冬春殊二多シ

大ナルモノ四寸二過キス

（註）形態説明の多くは、『本草綱目啓蒙』からの引用で

ある。

第11号　貴顕魚（キギウ）　一名ザス

「総魚二似タリ　…・黒キモノヲ黒ギギウトイフ黄

赤ナルモノヲ赤ギギウト云フ又赤ネギ黒ネギノ稲ア

リ　…・lIi蜂トモ云フ」とある。「ぎぎう」・「ざ

す」・「かわばち」はギギ科の総称であり、「くろぎぎ

う」・「くろねぎ」がネコギギ、「あかぎぎう」・「あ

かねぎ」がアカザを指す名であろう。

第拾武競

絵魚ハ無鱗魚ノ種族ニシテ濃飛両国各川及池沼等二産ス

其形大頭値額、大口大腹、背色赤キモノヲ赤絵卜云ヒ黒

キモノヲ黒総卜云フ下腹白色或ハ金黄色ノモノアリ尾カ

岐ナクシテ髪アリ菌アリテ肉食ス大ナルモノハ五六尺二

過ク多蟄郡下池二此ノ大ナルモノヲ多ク産ス雄ハ腹アリ

雌ハ胎卵アリ卵粒粟ノ如シ而シテ此魚ハ四時常二捕獲ス

（註）解説の一部は『本草綱目啓蒙』より引用している。

「赤絵」・「黒絵」も引用であり、岐阜県の方言名

ではない。

第12号　鯨魚（なまず）

総魚はナマズに間違いはないだろうが、解説の中に

「背色赤キモノヲ赤絵卜云ヒ黒キモノヲ黒鮫卜云フ」と

ある。『本朝食鑑』の中に、「赤なまづ。清水の池のうち

井川にあり。状常のなまづの如にして腹赤くひれに針あ

り。大きさ二三寸。」とある。アカザのことである。『本

草綱目啓蒙』の中に「色赤キモノヲ、アカナマズト云、

色黒キモノヲ、クロナマズト云、色白キモノヲ、シロナ

マズト云。…・総テ三寸以下ナルヲ、ギチヤト云。」

とある。「ギチヤ」とは、ギギの仲間のことである。ナ

マズとギギの仲間が明確には区別されていない。その影

響がここの文にも出ている。

第拾参塀

白魚ハ濃飛両国各川二棲息スルモノニシテ鯉魚ヨリ艦細

ク口端尖レリ色澤ハ黒鱒二似テ総テ薄金色ヲ帯ブ大ナル

モノハ三尺二過グ

第13号　白魚（みごい）

白魚は、『本草綱目啓蒙』にミゴイ（和名紗）とある。

解説の中に、「鯉魚ヨリ躍細クロ尖レリ」とある。ニゴ

イと断定して良いだろう。

第拾四競

老川魚（白鰍欒ジテ老lliトナル）ハ濃飛両国各川流二棲

息ス形鰊二似テ尻鰭ハ尾ヨリ大ナリ春季四五月ノ頃ハ攫

ハ総テ銀色二紅緑色ヲ帯ビ尾鰭及ビ目睡トモ赤クシテ最

モ美麗ナリ然レドモ秋ヨリ冬季中ハ銀色多クシテ紅色至

リテ薄ク充分美麗ナラズ味モ亦春季ヨリ淡シ毎年春季ヨ

リ夏季中二多ク捕フ大ナルモノ五寸二過キズ

第14号　老川魚（おいかわ）

白鰍欒ジテ老川上ナル」と解説が付いている。老lliと

白糠が同じ種であることを知っている。「四五月ノ頃ハ

耀ハ総テ銀色二組緑色ヲ帯ビ尾鰭及ビ眼睡トモ赤クシ

テ」とある。「尻鰭ハ尾ヨリ大ナリ」とあることから、

老川魚は婚姻色の出た雄を指していると思われる。
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第拾五掘

ムツ魚ハ濃飛両国各川流二棲息グ形状ハ略ホ白鯨二似タ

リ背鰭ノ鰭根二稽々薄黄色ニテ長三角形二紋アリ鰭尾共

二黄色ナリ大ナルモノ一尺二及ブ春季ヨリ夏季ノ頃尤モ

多ク捕獲スルモノニシテ味美ナリ

第15号　ムツ魚（ムツ）

「白鱒二似タリ背鰭二稚々薄黄色ニテ長角形ノ紋アリ

鰭尾共二黄色ナリ」とある。第18号に赤ムツ魚のあるこ

とから、ムツ魚は婚姻色の出ていないカワムツを言うの

だろう。

第拾六塀

キンコ魚ハ美濃国安八郡揖斐川及海沼中二棲息スルモ息

ノニシテ形チ鯨魚二似テ小サク大ナルモノ一寸五六分二

過キス色総テ白銀色ヲ帯ビ味ヒ佳ナラス漁季ハ毎年初夏

ヨリ秋季ノ頃多ク捕フルモノトス

（註）「棲息スルモ息ノニシテ」は、「棲息スルモノニ

シテ」の誤りだろう。

第16号　ギンコ魚（ギンコ）

「美濃国安八郡揖斐川及溝沼中二棲息スルモノニシテ形

チ鰊魚二似テ小サク大ナルモノ一寸五六分二過キス」と

ある。ハエに似ていて小さく、大きくても1寸5－6分

のようだ。『本草綱目啓蒙』の鱗魚の項の中に、メダカが

出てくる。メダカが鱗魚の仲間であったことが分かる。

生息場所も安八郡の溝・沼、すなわち平野部の流の緩い

溝或は沼ということである。すぐ近い隣の愛知県で、メ

ダカの万言名として「ぎんごばい（名古屋市）」・「きん

こぼえ（東春日井郡）」・「ぎんこぼえ（愛知県西）」・

「ぎんこびあ（愛知郡）」・「ぎんごぴあ（愛知郡）」が採

集されている。県内では、「きんす（柳津町）」・「ぎん

た（大垣市）」・「ぎんたこ（大垣市）」の「ギンコ魚」

に近い万言名が採集されている。これらのことから、ギ

ンコ魚はメダカではないだろうか。ただ、「漁季ハ毎年初

夏ヨリ秋季ノ頃多ク捕フルモノトス」と、漁をすると解

説にある。メダカを食べるということは聞かないことで

はないが、岐阜県内ではまだ聞いたことがない。また、

解説には「味ヒ佳ナラス」とある。『本草綱目啓蒙』の中

のメダカは、「小魚ナリ。・・・長サ一寸許、・・・」と

ある。普通メダカは2－3センチメートルなので、大き

さから考えるに、1寸5－6分はメダカの大きさではな

い。まな「色総テ白銀色ヲ帯ビ」とあり、体色も少しメ

ダカとは違うようだ。メダカの方言名は、ウグイ・オイ

カワ・カワムツ・アプラハヤなどの稚魚と混同して使わ
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れていることが多い。「ギンコ魚」は、メダカ（ハエ形魚

類の稚魚を含む）のことではなかろうか。

第拾七睨

変鴇魚ハ美濃国長良川揖斐川筋二棲息スルモノニシテ形

チ鯨魚二似テ体ハ黄褐色背二多クノ黒鮎アリ然シテ腹部

ヨリ尾二至ル迄黒キ横線アリ淡味ナリ大ナルモノ三四寸

二過キス毎年春季ヨリ夏季ノ頃最モ多ク捕フルモノトス

第17号　蜜据魚（むきつき）

「むぎつき」の名は、餌を食べるために頭を下にして河

底を突っついているのが、縦杵で麦を措いている様子に

似ていることに由来するという。解説には、「体ハ黄褐色

背二多クノ黒賄アリ然シテ腹部ヨリ尾二至ル迄黒キ横線

アリ」とある。コウライモロコならば「むぎつき」の方

言名が美濃加茂市・川島町・笠松町・白川町・七宗町・

川辺町・美濃市・関市・岐阜市・墨俣町と広く採集され

ているし（金古，1990a）、河底の餌を突っつく習性も持っ

ている。標準和名のムギツクほどには明確ではないが、

体側に黒い線らしき模様もある。なお、ムキックは福

井・滋賀・三重県以西に分布する（川郡部ほか，2001）。岐

阜県にも揖斐川下流に生息するという情報があるが確認

できていない。

第7号柳鰊魚でふれたようにヨウライモロコを含むス

ゴモロコ属3種は大変よく似ており、混同されている可

能性がある。コウライモロコの分布は、平野部に限られ

るので、美濃加茂市・白川町・七宗町・川辺町・美濃

市・関市での記録は、コウライモロコによく似ていてよ

り上流に分布するイトモロコを指している可能性がある。

ここも種を特定せずスゴモロコ属の魚としておいた方が

よいようだ。

第拾人魂

赤ムツ魚ハ濃飛両国各川流二棲息ス形チ普通ノムツ魚二

異ナルコトナシト離モ色少シク濃ヤカナリ背鰭ノ鰭根二

稽赤黄色ニテ長角形ノ紋アリ鰭尾及腺ノ下共赤黄色ナリ

大ナルモノ一尺二及フ春季ヨリ夏季ノ頃多ク捕獲スルモ

ノニシテ味ヒ美ナリ

第18号　赤ムツ魚（あかムツ）

「形チ普通ノムツ魚二異ナルコトナシ」とあり、赤黄

色の帯びることが説明されている。婚姻色のことである。

赤ムツ魚は、婚姻色の出たカワムツの雄のことである。

第拾九競
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川臓ハ美濃国揖斐川及木曽川ノ末流二棲息スルモノニ

シテ鉢至テ細長ク上唇ハ短ク下唇ハ細キ針ノ如クニシテ

上唇ヨリ凡ソ十層倍モ長ク殆ント翠鳥ノ曙二似テ其色薄

黒ナリ躯ハ総テ銀腿ヨリ尾二至ル迄一條ノ細キ黒縁アリ

淡味ニシテ油少ナシ腸最モ苦シ食スルトキハ取去ヲ可ト

ス大ナルモノ七八寸二過キス此魚ハ伊勢桑名ノ近海ヨリ

上り束ルノ説アリ

第19号　川鯨（かわさより）

「揖斐川及木曽川筋ノ末流二棲息スルモノニシ

テ・・・」とあり、「上唇ハ短ク下唇ハ細キ針ノ如クニ

シテ上菅ヨリ凡ソ十層倍モ長ク・・・」とある。クルメ

サヨリで間違いないだろう。

第武拾塀

鰊魚（センパラ）ハ濃飛両国各川池沼中二産ス腹下赤色

ニシテ大サ一寸五六分春二至レハ色最モ美麗ナリ味ヒ充

分二佳ナラス腸苦シ食スルトキハ之ヲ去ルへシー名赤セ

ンパラト云フ

第20号　鰯魚（センパラ）　一名赤センパラ

『本草綱目啓蒙』の「鰊魚」に、「センビラ・勢州」・

「センパラ・尾州」がある。これに従い，鰊魚にセンパ

ラを当てたのであろう。『本草綱目啓蒙』には、「腹下ノ

ヒレ紅色ナルモノヲ、アカタビラ　京　卜云ウ」と書か

れている。このことが、「せんばら・赤センパラ」の一

番の特徴のようだ。濃尾平野で多く見られ、婚姻色の赤

いヤリタナゴの可能性が高い。

第武治萱競

黄触魚（一名油センパラ）ハ濃飛両国各川池沼中二産ス

腹下黄色ニシテ大サー寸五六分春二至り色最モ美麗ナリ

味ヒ佳ナラス腸苦シ食スルトキハ之ヲ去ルへシ

第21号　黄顆魚（きいセンパラ）　一名油センパラ

「腹下黄色」と書かれている。このことからして、ア

ブラボテで良いだろう。「油センパラ」の名もアブラボ

テの方言名である。

第武拾武堀

板鰊魚ハ濃飛両国各川池沼中二産ス腹下ハ赤紫色ニシテ

大サー寸五六分体至テ薄シ故二板センパラノ稿アリ背髭

腹髭共黒色ニテ間道アリ春季二至り色最モ美麗トナル味

ヒ佳ナラス腸苦シ食スルトキハ之ヲ去ルベシ

第22号　板鰯魚（いたせんばら）

「腹下ハ赤紫色ニシテ・・・体至テ薄シ故二板センパ

ラノ称アリ」とある。板のように薄いということからも、

イタセンパラで良いだろう。

（註）タナゴ類の分類は、主に腹部の色でなされている。

この方法は『本草綱目啓蒙』のものである。「腹下

○○色」という表現の仕方も同じである。

第武拾参塀

白鯨魚ハ濃飛両国各III流二棲息シ普通鯨魚二異ナルコト

ナシト艶もトモ色最モ銀白然シテ銀白中淡濃ニテ竪二斑

紋アリ鰭尾白色尻鰭尾ヨリ大ニシテ其鰭端梢薄赤ヲ帯ブ

春季二至り欒シテ美麗ナル老川トナル大ナルモノ四五寸

二過キス毎年冬季中最モ多ク捕フルモノトス

第23号　白糠魚（しらはえ）

「春季二至り欒シテ美麗ナル老川上ナル」とある。オ

イカワの若魚である。成長するとオイカワになることに

ついては認識している。

第武拾四競

水亀ハ濃飛両国各川池沼中二住ミ色黒クシテ臭気ナキモ

ノ即チ水亀ナリー名イシガメ下種ス上甲二六角ノ紋ナミ

アリ下甲二横紋アリ牡ハ上甲低ク牝ハ高シ冬ハ土泥中二

蟄シテ蔵六ス春二至レハ出テテ水二人傍二人ナキトキハ

石上二上リテ甲ヲ曝ス春季陸ニイデテ沙土ヲ掘コト深サ

六寸許卵ヲ其中二産シテ土ヲ蓋フ八月中旬二至テ購化ス

（註）解説の多くは、『本草綱目啓蒙』からの引用であり、

「上甲二六角ノ紋ナミアリ」は「上甲二六角ノ紋十

三アリ」の引用誤りである。また、「春二至レハ出

テテ」も「春二至レハ出テ」の誤りである。

第24号　水蓮（みすがめ）　一名イシガメ

『本草綱目啓蒙』には、水亀の説明に「江河池沢中二

住。色黒クシテ臭気ナキモノ水色ナリ。」とあり、イシ

ガメだとある。第24号の水亀は、『本草綱目啓蒙』をそ

のまま引用したかと思われるような「色黒クシテ臭気ナ

キモノ即チ水亀ナリー名イシガメト稽ス」と説明されて

いる。クサガメは、版下腺やそけい腺から悪臭を出すこ

とが知られている。ここの水亀も、イシガメと決定して

よいだろう。

第武拾五競

育鱈ハ美濃国木曽長良川筋二棲息ス形チ普通ノ鰭魚二異

ナルコトナシト離モ頭ハギギウ魚二似テ平扁ナリロ澗ク
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シテ鱗ナク脂肪多ク味美ナリ大ナルモノ三四寸二過キズ

春季ヨリ夏季ノ頃稀レニ捕フルモノトス

第25号　育鱈（？）

「育鱈」は、「そだちどじょう　？」と読むのだろうか。

読み方も分からない。色々の文献に当たったが、「そだ

ちどじょう」に近い言葉にも出会わない。おそらく当て

字であろう。「形チ普通ノ鱈魚二異ナルコトナシト離モ

頭ハギギウ魚二似テ平肩ナリロ澗クシテ鱗ナク脂肪多ク

味美ナリ」とある。形はドジョウに似ているが、頭はギ

ギの仲間のように少し扁平だという。「木曽長良川筋二

棲息ス」とあることから本流ではなく枝川に棲むようだ。

細い枝川ならば、形態からしてホトケドジョウではない

だろうか。

第武拾六兢

変種鯖ハ美濃国長良川揖斐川筋二棲息スルモノニシテ形

チ普通ノ鰭魚二異ナルコトナシ然レドモ体ニアジメ魚ノ

如キ斑紋アリ腹部ハ総テ金黄色ヲ帯フ毎年四五月ノ頃ヨ

リ粟粒ノ如キ卵ヲ胎シ味ヒ最モ美ナリ大ナルモノ三四寸

二及ブ四五ケ月ノ頃ヨリ夏季中最モ捕フルモノトス

（註）「四五ケ月ノ頃ヨリ夏季中」は、「四五月ノ頃ヨ

リ夏季中」の誤りだろう。

第26号　蜜碍鱈（むきからどじょう）

「普通ノ鱈魚二異ナルコトナシ然レドモ体ニアジメ魚

ノ如キ斑紋アリ・・・」とある。普通のドジョウに体が

似ていて、アジメドジョウのような模様があるとなれば、

シマドジョウだろう。シマドジョウの産卵期は4－5月

ごろからなので記述は合っている。しかし、「腹部ハ総

テ金黄色ヲ帯フ」の金黄色は、婚姻色であり産卵期だけ

のものである。

第武拾七塀

結婚・・・解説なし。

第27号　縞鯖（しまどじょう）

変種鱈（むぎからどじょう）の後に縞鰭（しまどじょ

う）の項が書かれている。どのように考えたらよいのだ

ろう？。県内の方言名分布を見ると，変種鱈の方が結婚

よりも圧倒的に広い。同一種ではと考えながらも、広く

使われている麦稗鱈を主体に説明しながら，結婚も無視

できなかったのではないだろうか。

第武治八掘
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緋鯉ハ美濃国加茂郡和知村飛騨国大野郡大名田村溝中二

産スルモノニシテ普通ノ鱈魚二異ナルコトナシト離モ緋

色ニシテ最モ美麗ナリ大ナルモノハ四寸二過ギズ然レド

モ是ハ奇鰭ニテ輔へ獲ルコト至リテ稀ナリ

第28号　緋鱈（ひどじょう）

「普通ノ鰭魚二異ナルコトナシト離モ緋色ニシテ最モ

美麗ナリ」とある。ドジョウには、いろいろな色変りが

生まれる。その一つのようだ。産地名が書かれているの

も面白い。「奇鱈ニテ揃へ獲ルコト至リテ稀ナリ」とあ

る。

第武拾九競

アジメ魚ハ濃飛両国各川流二棲息スルモノニシテ形状色

澤斑紋等ハ殆卜変種鱒二似テ体少シク痩七大ナルモノ五

寸二過キス毎年五月頃胎卵ス此際味最モ甘美ナリ

第29号　アジメ魚（アジメ）

「形状色澤斑紋等ハ殆卜変種鯖二似テ体少シク痩

セ・・・」とある。シマドジョウよりも細いとあり形態

的にはアジメドジョウである。しかし、「毎年四五月頃

胎卵ス此際味最モ甘美ナリ」とあり、産卵期はシマドジ

ョウのものである。シマドジョウを「あじめ（大和町神

路）」と呼ぶ所もあるが、その分布は狭い。ここの「ア

ジメ魚」は、アジメドジョウとシマドジョウの区別がし

っかりしていないようだ。アジメドジョウの漁期は、生

殖腺が発達し、冬眠のためあじめ穴に入る秋である。こ

こは、体形よりも産卵期・食べる時期を重視してシマド

ジョウとする。

第参拾競

泥鰭ハ濃飛両国各川及田海泥中二多シ姓好テ深泥二潜り

時々水面二浮テ沫ヲ吐ク形少鰻鰻ノ如クニシテ短ク鋭首

圏身鱗ナク髪アリ蒼黒色ニシテ黒斑アリ斑二大アリ小ア

リ腹ハ白色或ハ金黄色ヲ帯ブ尾二岐ナシ背髭尾二道り髄

粘滑ニシテ握リカタシ長キモノニ六七寸二過ク

（註）解説の多くは、『本草綱目啓蒙』の引用である。

そのままではなく、少しは自分の文章に変えよう

と努力しているが、そのことが逆に誤りを起こす

ことになっている。『本草綱目啓蒙』では、「喜デ

深泥二潜り」を「姓好テ深泥二潜り」と変えてい

る。「姓好テ」は、「性好テ」とすべきだろう。「カ

タチハ小鰻鰻」を「形少鰻鰹」と変えている。や

はり「小鰻鰻」が良い。「長キモノハ六七寸」を

「長キモノニ六七寸」にしている。文からしても、
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「長キモノハ六七寸」が良い。

第30号　泥鱈（どじょう）

泥鱈はドジョウに間違いないだろう。ただ、解説のほ

とんどが『本草綱目啓蒙』の引用である。

第参拾萱塀

鮮魚ハ濃飛両国ノ各大川二産スト離モ木曽川及ビ益田川

ノ品ハ最モ甘美ニシテ且ツ大ナルモノハ三尺二過ク其ノ

形ハ鮭魚二似テ鱗次極メテ細ナリ色淡青ニシテ赤斑アリ

肉色ノ赤キコト鮭肉ノ如シ然シテ味ハ遠ク鮭魚二勝レリ

毎年晩秋ノ頃下流ヨリ漸次上流ス十一月中旬二至ルマデ

産卵ノ期節ナレバ雄ハ攫アリ雌ハ卵ヲ胎ム卵粒ハ殆ンド

疏豆ノ如クシテ腹二充ツ其色黄赤透明ナリ之ヲ砂礫中二

産付ス年々大綱其他種々ノ漁法ヲ以テ捕獲ス

（註）形態的な解説部分は、『本草綱目啓蒙』からの引

用である。「形状ハ松魚（サケ）ニ似テ、鱗更二

細ナリ。」を、「形ハ鮭魚二似テ鱗次極メテ細ナ

リ」と変えて引用している。「次極メテ」という

言葉が有るのかどうか知らない。

第31号　鱒魚（ます）

「濃飛両国ノ各大川二産スト離モ木曽川及ビ益田川ノ

品ハ最モ甘美ニシテ」とある。濃飛両国と書かれている

が、この解説からはアマゴの降海型であるサツキマスを

主に指しているものと考えてよいだろう。しかし、鱒魚

の解説の多くは、『本草綱目啓蒙』の引用である。「色淡

青ニシテ赤斑アリ」の部分を引用している。赤点ではな

く赤斑であることから、この鱒魚はサクラマスのようだ。

形態的な説明はサクラマスであるが、分布的にはサツキ

マスをも含んでいる。鱒魚はサツキマス・サクラマスの

両方を指すものと考えざるをえない。「晩秋ノ頃下流ヨ

リ漸次上流ス」とある。春に遡上を始めることを知らな

かったのだろうか。夏の初め頃には、産卵場近くまで来

ている。

第参拾武掘

賊魚ハ濃飛両国各Iiiニ棲息ス形川鯉二似テ鱗細ク色ハ薄

青色鰭尾共黄色ヲ帯フ大ナルモノ一尺四五寸二及ブ味ヒ

淡白ナリ毎年五六月ノ頃ヨリ交尾産卵ス此候捕獲最モ多シ

第32号　脇息（うぐい）

「鍼魚」は、ウグイでよいだろう。

第参拾参掘

鮪魚（ハへ）ハ飛騨国宮川諸川渡二棲息スルー種ノ統ニ

シテ形テ鱒魚二似テ少サク鱗極メテ細カニ体ハ総テ薄茶

黄色ヲ帯ビ然シテ腹部ヨリ尾二至ル迄青色ニテ丸キ紋貼

アリ最モ美ナリ大ナルモノ一尺余二及フ春分ヨリ初秋ノ

頃迄多ク捕フルモノトス

（註）「宮川諸川渡ニ」は「宮lII諸川流ニ」の誤りで、

「形テ鱒魚二似テ少サク」も「形チ鮮魚二似テ小

サク」だろう。「最モ美ナリ」は、「味最モ美ナリ」

であろう。

第33号　鮪魚（ハヘ）

「飛騨国富jii諸川渡二棲息スル・・・形チ鱒魚二似テ

少サク・・・腹部ヨリ尾二至ル迄青色ニテ丸キ紋貼ア

リ・・・」とある。分布・形態からして、ヤマメのこと

である。アマゴとの違いをしっかりと認識していたよう

だ。現在でも、飛騨ではヤマメを「はえ」と呼んでいる。

第参拾四睨

嘉魚美濃飛騨両国山渓ノ深淵ノ中二産ス常二清冷ノ流水

ヲ好ミ水中ノ巌穴二居故ニイハナノ名アリ形鮮魚二似テ

小ク然シテ山続ノ如クナル斑紋ナシ甚夕油脂多クシテ之

ヲ焼ケバ其流ルルコト鰻鱒魚ヲ焼クカ如シ秋分多ク捕フ

味最モ甘美小ナルモノハ三四寸大ナルモノハ一尺二過ク

身二黒斑及細朱貼アリ鰭最モ細ナリ雄ハ腹アリ雌ハ卵胎

アリ其卵小粒ノ疏豆ノ如ク九月下旬ノ頃ヨリ産卵ヲ始ム

ト云フ

（註）随所に『本草綱目啓蒙』からの引用が見られる。

「鰭最モ細ナリ」は引用するときに誤ったもので、

元は「鱗最モ細ナリ」である。

第34号　嘉魚（いわな）

解説の多くは、『本草綱目啓蒙』の引用である。「形鱒

魚二似テ小ク然シテ山続ノ如クナル斑紋ナシ・・・」と

あるが、『本草綱目啓蒙』には「山続」は「ヤマベ」と

ルビが振られている。さらに、「ヤマベハ津軽ノ方言ニ

シテ、京師ニテハ、アマゴト云。」とある。ヤマメ・ア

マゴにあるパーマークのないことを説明しているよう

だ。「身二黒斑及細朱貼アリ・・・」とあるが、「細朱貼」

があるということは、太平洋側に分布するヤマトイワナ

のことだろう。

第参拾五睨

銭亀ハ濃飛両国各IIi池沼中二住ミ色黒クシテ臭気ナキモ

ノナリ上甲二六角ノ紋ナミアリ下甲二横紋アリ牡ハ上甲

低ク牝ハ高シ冬ハ土泥中二潜ム躯至ッテ小サクシテ殆ト
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銭形ノ如シ故二此名アリ大抵甲ノ竪一寸五六分ニシテ其

形ヨリ成長スルコトナシトイフ或ハ云フ水亀春季二至り

陸二出テ砂上ヲ掘ルコト深サ六寸許卵ヲ其中二産シテ土

ヲ蓋ヒ八月中旬二至り購化スルモノヲ銭亀卜云フ是レ即

チ水亀ノ子ナリトノ説アリ

第35号　銭垂（ぜにがめ）

「八月中旬二至り購化スルモノヲ銭亀卜云フ是レ即チ

水亀ノ子ナリトノ説アリ」とある。購化したばかりの、

小さなイシガメの子のことでよいだろう。形態的な説明

も「第24号　水亀」と同じであり、それも『本草綱目啓

蒙』からの引用である。そして、同じ箇所を写し誤って

いる。「上甲二六角ノ紋ナミアリ・・・」とあるが、正

しくは「六角ノ紋十三アリ」である。

第参拾六堀

田鯉（一名牛紗）ハ濃飛両国ノ川流及池沼溝中二産ス

形紗二似テ色較々薄シ頭頂肩ニシテロ澗ク大サ二寸二過

キス鰭尾共薄キ赤黄色ナリ味淡ニシテ充分二佳ナラス

第36号　田鯉（たごい）　一名牛紗（うしもろこ）

「濃飛両国ノliI流及池沼溝中二産ス形紗二似テ色較々

薄シ頭頂扁ニシテロ澗ク・・・鰭尾共薄キ赤黄色ナ

リ・・・」とある。田鯉（たごい）は関市付近でウシモ

ツゴを指す方言名として残っている。ウシモツゴには、

「けんかもろこ」の方言名もあるが、関市付近では後か

ら入ってきたものだという。ウシモツゴを観察すると、

鯉を小さくした姿にそっくりである。上手に名付けられ

た方言名だと感心する。和名のウシモツゴは、岐阜県の

方言名に由来するという。方言名の中の牛は、通常は

「大きいこと」を言い表すのに使われる。この場合の牛は、

闘牛の牛のように喧嘩ばかりしている様子を言っている。

第参拾七競

鮒魚ハ美濃国各川及池沼溝中二棲息ス形チ鯉魚二似テ扁

平ナリ体色ハ総テ銀光ニシテ口端丸シ毎年四五月ノ頃ヨ

リ雌ハ緬（マコ）アリ雄ハ腹アリ此際及冬季中ハ味キ最

モ甘美ナリ而シテ流水中二棲ム者ハ官硬ク肉脆ク味佳ナ

ラス池沼中ノモノハ骨軟ニシテ肉肥味美ナリ因テ多雲郡

下池産ハ扁平肥大ニシテ頗ル甘美ナリ毎年巨額ノ収益ヲ

得ルモノトス

（註）『本草綱目啓蒙』から一部引用して書いている。

第37号　的魚（ふな）

「鯉魚二似テ扁平ナリ体色ハ総テ銀光ニシテ・・・」

17

とある。フナは現在、さらに種が細分されているが、こ

こはフナでよいだろう。

第参拾人魂

川好ハ美濃国揖斐川筋二棲息ス頭肩ニシテ体ハ鯖二似タ

リ然シテ腹部二茶色ニシテ敷條ノ細線アリ大ナルモノ一

尺四五寸二及フ味亦紹二似テ甘美ナリ毎年晩秋ノ頃ヨリ

冬季中多ク捕獲ス且此魚ハ桑名及伊勢ノ近海ヨリ遡り来

ルノ説アリ

第38吉　川好　（かわぼら）

『本草綱目啓蒙』に「川好」の記載がある。その記載

を読むに、「川好」はボラの岩魚のようである。ボラの

若魚の呼び名が列記してあり、その中に「濃州ニテニ寸

許ナルヲ、テゴロボト云、勢州ニテ、デコロボ或ハ、デ

コト云。」とある。「川好」は、「てごろぼ」と読むべき

なのだろうか。大漢和辞典を引いても「鱈」の音は分か

らないとあるが、「子」は黒色を意味し「子魚」でボラを

さすと『和漢三才図会』にある。「好」はボラを意味す

る字なので素直に「かわぼら」と読むことにした。丹羽

（1954）に、ボラ（カワボラ）の名がある。このことか

らしても「lii好」は、「かわぼら」と読んでよいだろう。

第参拾九掘

ヌメリ魚（一名ガマハへ油魚）！、美濃国長良川揖斐lli筋

二棲息ス形鮎魚二似テ鱗極メテ細ク殆ント無鱗魚ノ如シ

脂肺多クシイェ体最モ滑カナル故二此稀アリ鰭尾共薄黄

色ニシテ味ヒ美ナリ大ナルモノハ七八寸二及フ臆下ヨリ

尾二至ル迄一條ノ細線アルモノアリ叉其線ノ判然ナラサ

ルモノアリ判然ナルモノハ脂肪差二少クシテ判然ナラザ

ルモノヨリ味ヒ佳ナラス毎年七八月頃多ク捕フルモノニ

シテ産卵モ同季ナリ

（註）『本草綱目啓蒙』では、鱗部を竜類・蛇類・魚類
・無鱗魚類に分けている。無鱗魚類には、ウナギ

・ドジョウ・ナマズ・サンショウウ才等が属して

いる。

第39号　ヌメリ魚（ヌメリ）一名ガマハヘ“油魚（あぶら）

「形鮎魚二似テ鱗極メテ細ク殆ント無鱗魚ノ如シ脂肪

多クシテ体最モ滑カナル故二此穐アリ」とある。さらに、

「股下ヨリ尾二至ル迄一條ノ細線アルモノアリ叉其線ノ

判然ナラザルモノアリ」とある。アプラハヤとタカハヤ

に気が付いていたようだ。先に書いたように、「ガマハ

エ油魚」は「ガマハエ・油魚」である。アプラハヤの方

言名として、「ぬめり」・「あぶら」が採集されている。

「がまはえ」は、残念ながら残っていないようだ。
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第四拾掘

鰻魚ハ濃飛両国ノ流水中二産ス池沼溝中二モ亦産ス形

長クシテ蛇ノ如ク背ハ蒼黒ニシテ肉髭アリ尾二道ル腹ハ

金黄色隠然トシテ斜文アリ鱗ナク粘滑ニシテ輔へガタシ

之ヲ焼ケバ渦流ルルガ如ク味最モ美ナリ然シテ美濃国多

雲郡下池ノ産ハ大ナルモノ目方三四百日ヲ超ユ他国へ輸

送スルコト最モ多シ

（註）『本草綱目啓蒙』からの引用が多い。

第40号　鰻魚（うなぎ）

「形長クシテ蛇ノ如ク」と記されている。「蛇ノ如ク」

という表現が面白い。一般人に知らせるために、良く知

られているものを例に引いて説明している。ウナギの場

合には蛇なのであろう。ウナギに間違いない。

第四拾萱掘

緋鮒ハ美濃国郡上郡歩岐島村字典太郎淵下種スル九十坪

鎗ノーノ沼池二産ス形状ハ普通ノ鮒二異ナルコトナシト

離モ其色澤ハ最モ美麗ナル緋色ニシテ通常金魚ノ遠ク及

ブ所ニアラス大サハ凡六七寸二過キス而シテ一歳ヨリ三

四歳迄ハ黒緋ノ班色或ハ黒等二時々憂色スレドモ五歳二

至チテハ緋色トナリ年々其色依然トシテ欒セスト云土人

往々金魚卜共二池二畜養シテ玩弄ス

第41号　緋鮒（ひふな）

「郡上郡歩岐島村字典太郎淵卜穐スル九十坪飴ノーノ

沼池二産ス」とある。御母衣ダムを造る時に、資材置場

として埋め立てられ与太郎淵はなくなったが、前谷の村

間ヶ池と繋がっていてどんな早魅にも枯れることはない

と言われていた。『白鳥町史』に、「歩岐島から干田野へ

上る登り口の北の山際にあった淵で、昔、与太郎という

男が落ちて、鮒になり、淵の底にかくれた。」という伝

承が書かれている。緋鮒の記録は残っていないが、上流

域に近い歩岐島に鮒が生息していたことが伺える。緋鮒

は珍しい魚なので、知っている人が残っている可能性が

ある。

第四拾武塀

鮭魚ハ飛騨国吉城郡宮川筋へ毎年十月頃ヨリ十二月ノ頃

越中国ヨリ遡リテ来レルモノニシテ形チ鱒魚二似テ大二

鱗粗ナリ然シテロ尖少シク尖レリ産卵ノ季モ叉同季ニシ

テ此際全体黒色ヲ帯ビ腹部二紅紫黒ノ斑紋ヲ現ス雌ハ疏

豆ノ如キ卵ヲ胎シ陰孔墳起シテ腹膨脹シ雄ハ腹アリテ唇

肉減ジテ歯形鋭ク其状自ラ雌魚ヨリ威アリ大ナルモノハ
一貫七八百日ニシテ味ヒ最モ甘美ナリ然ルニ近来吉城郡

大富鉱山ノ鉱業隆盛ナルト山林ノ伐木甚キカ篤メ土砂ヲ

押流ストニ因り捕魚ノ敷ハ従来ヨリ減少シ偉力ニーヶ年

ノ収穫高参拾国内外トス

第42号　鮭魚（さけ）

「吉城郡宮川筋へ毎年十月頃ヨリ十二月ノ頃迄越中園

ヨリ遡リテ来レルモノニシテ形チ鮮魚二似テ」とある。

当時はダムもなく、富山からサケが遡って来れたのであ

る。一方では、「山林ノ伐木甚キカ馬メ土砂ヲ押流スト

ニ因り捕魚ノ敷ハ従来ヨリ減少シ」とある。山林開発に

よる土砂の流入により、遡るサケの数が減り始めている。

第四拾参塀

カブ魚（一名セカブ）ハ濃飛両国各川流二棲息スルモノ

ニシテ形チビンガ魚二似テ頭及ロハ大ヒナリト離モ胸下

二腕形様ノ器ナシ尾端丸ク色黒茶色ナルアリ白茶色様ナ

ルアリ少シノ憂色ニテ敷種アレトモ同物同名ナルヲ以テ

薮三賞セス腹部ヨリ尾二至ル迄鷹ノ羽様ノ黒キ斑紋アリ

毎年初夏ヨリ秋分迄多ク捕フルモノトス

第43号　カブ魚（カブ）　一名七カブ

「形チビンガ魚二似テ頭及ロハ大ヒナリト離モ胸下二

碗形様ノ器ナシ・・・腹部ヨリ尾二至ル迄鷹ノ羽様ノ黒

キ紋様アリ」とある。形態、「かぶ・せかぶ」の方言名

から考えてカジカのことだろう。逆に、「ぴんが魚」は

カジカと形が似ていて、胸に吸盤を持つ魚のようだ。

第四拾四擁

テンチコ魚（一名ロレコ）ハ濃飛両国各川流二棲息スル

モノニシテ常二石問二潜ミ形チビシカ魚二似テ小サク大

ナルモノ一寸五六分二過キス日大キク尾尖丸ク体白茶色

ニシテ濃カナル赤茶色ノ細点アリ胸下二丸キ碗形ニモノ

アリ石二吸ヒ付ク器ナリ味ヒ美ナリ毎年初夏ノ頃ヨリ夏

季中最モ多ク捕フルモノニシテ産卵モ同季ナリ可児郡地

方ノ小川等ニテ捕獲スル産額モ亦少ナカラズ

第44号　チンチコ急（チンチコ）　一名ロレコ

「形チビシカ魚二似テ小サク大ナルモノ一寸五六分二

過キス日大キク尾尖丸ク体白茶色ニシテ濃カナル赤茶色

ノ細点アリ胸下二丸キ碗形ノモノアリ（石二吸ヒ付ク器

ナリ）」とある。方言名の「ちんちこ」と「ろれこ」を

同時に持つのはカワヨシノポリであるが、一般にはカワ

ヨシノポリとヨシノポリをはっきりとは区別して呼んで

いないので、ヨシノポリ類としておいた方がよいだろう。

「形ビンカ魚二似テ小サク」は、「形はビンカ魚に似て
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いるが、ビンカ魚に比べると小さい」と訳すことが出来

る。逆に、ビンカ魚はヨシノポリ類よりも大きいという

ことになる。ビンカ魚解明の手掛かりの一つになる。

大四拾五掘

続魚ハ濃飛両国各川流二棲息スルモノナレトモ性素清水

ヲ好ムヲ以テ山間渓谷ノ清冷ナル流水中二多シ形チ嘉魚

（イワナ）ニ似テ体扁ク色濃青色ニシテ細カナル朱貼ア

リ甚夕油脂多シ毎年多ク捕フ味最モ甘美ナリ小ナルモノ

ハ三四寸大ナルモノハ一尺二過ク鱗最モ細カニシテ雄

ハ膜アリ雌ハ胎卵アリ其卵小粒ノ疏豆ノ如シ毎年九月頃

ヨリ産卵ヲ始ムト云フ

第45号　鯖魚（アマコ）

「形チ嘉魚（イワナ）ニ似テ体扁ク色濃青色ニシテ細

カナル朱貼アリ」とある。朱点のあることから、アマゴ

に間違いないだろう。

第四拾六掘

鮎ハ美濃国長良、木曽、揖斐川其他諸川二棲息スト離ト

モ長良川ノ品最モ朕爛甘美ニシテ他産二勝レルコト遠シ

其形ハ頭小クロニ細歯アリ細鱗淡黄腹白ク光溝アリテ尾

鰭ハ黄色ナリ而シテ一種ノ香気アリ毎年晩春ノ頃下流ヨ

リ漸次遡ル然レトモ猛雨連日各川暴澱シ或ハ一時降雨ノ

薦メ流水甚夕濁ルトキハ遡流半途ニシテ止ムコトアリ八

月下旬ヨリ九月下旬二至ルマデ産卵ノ期節ニテ雄ハ腹ア

リ雌ハ卵ヲ胎シ細粒粟ノ如ク腹二充ツ石上或ハ砂礫中二

産着ス此候頭最少ク肥大ニシテ味極メテ美ナリ貰ニニ賞

スルニ堪へタリ産卵後河ヲ下ル時二及ビテ斑色棉黒ク体

痩せ頭太ク脂ノ脱セル者ヲ「サヒアユ」叉「オチアユ」

ト云ヒ味佳ナラスシテ復夕喫卯フニ足ラス稀二経年ノモ

ノアリ土人「アイキヤウ」ト呼フ産卵ノ頃ハ大ナルモノ

ー尾百二三十日小ナルモノニテ三四十目二至ル此際鵜飼

其他種々ノ漁法ヲ捕獲ス其債年々凡人萬国内外ノ巨額二

至ル今慈二大小二尾ヲ描キテ以テ其概況を示ス

第46号　鮎（あゆ）

アユには、形態的に似通ったものはいないので誤りよ

うがないだろう。美味しい魚だけに生態も良く知られて

いたようだ。「産卵後河ヲ下ル時二及ビテ斑色稗黒ク体

痩せ頭太ク脂ノ脱セル者」を、「サヒアユ」叉「オチア

ユ」と言い、味は良くないと言っている。さらに、「稀

二経年ノモノアリ」。これを「アイキヤウ」と呼ぶと言

っている。「あいぎょう」の名は、今も一部の人達の問

で使われている。
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第四拾七競

ハゼ魚ハ美濃国木曽川長良川筋ノ下流二棲息スルモノニ

シテ其形状川ハゼニ似タリ然シテ体ハ淡褐色ニシテ白キ

斑貼薄ク胸下二丸キ碗形ノモノアリ大ナルモノ四五寸二

過キス毎年初夏ヨリ秋分マデ多ク捕フルモノトス

第47号　ハゼ魚（ハゼ）

「下流二棲息スルモノニシテ其形状川ハゼニ似タリ然

シテ体ハ淡褐色ニシテ白キ斑貼薄ク胸下二丸キ碗形ノモ

ノアリ」とある。生息場所・形態からしてマハゼでよい

だろう。

第四拾八塀

鮮魚ハ美濃国恵那郡中ニテ多ク養育ス就中付知明知ノ両

村ハ毎戸畜養セサルモノナシ該魚ノ種類二五種アリ即チ

緋藍黒白斑是ナリ大ナルモノハ三尺二過ク頭小ニシテ身

圃ナリ年々他国へ輸送シ巨額ノ収益ヲ得

第48号　鯉魚（こい）

野生のコイも多く生息していたはずだが、恵那郡での

養殖のことが中心的に書かれている。流通経済から見て、

養殖コイが中心であったのだろうか。

第四拾九塀

八ツ目鰻ハ濃飛両国各川流二棲息スルモノニシテ色澤形

状共普通鰻魚二同シ然レ共目ノ如キモノ八ツアリ故二八

ツ目鰻ノ名稽アリ肉髭尾二遣り腹部ハ薄赤色鱗ナク粘滑

ナリ人之ヲ嫌フテ食セサレトモ乾物トナシ薬店二於テハ

販責ス大ナルモノ七八寸二過キズ

第49号　八ツ目鰻（やツめうなぎ）

「色澤形状共普通鰻魚二同ジ然レ共目ノ如キモノ八ツ

アリ故二八ツ目鰻ノ名稀アリ・・・大ナルモノ七八寸二

過キズ」とある。カワヤツメは日本海側に分布するが、

宮川のような上流までは遡上しない。それに、大きくて

も7－8寸ということから、ここの人ツ目鰻をスナヤツ

メとしだ。ただ、「乾物トナシ薬店二於テハ販責ス」と

あるのが気になる。スナヤツメも薬にするが、カワヤツ

メの方が薬としては一般的である。

第五拾睨

胡麻鰻（一名ジネンジョ鰻）ハ流水叉ハ池沼溝中二産ス

ルモノナレトモ至テ僅少ナリ色澤形状共普通鰻魚卜同ジ

クシテ総身二黒難アリ故二胡麻鰻ノ名稽アリ或ハジネン

ジョ鰻トモ種ス肉髭アリ尾二道ナリ腹白シ鱗ナク粘滑ナ
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リ脂肪多ク普通鰻魚ヨリ甘美ナリ大ナルモノニテ二尺内

外トス

第50号　胡麻鰻（ごまうなぎ）　一名ジネンジヨ鰻

「普通鰻魚卜同クシテ総身二黒貼アリ故二胡麻鰻ノ名

稽アリ或ハジネンジョ鰻トモ稽ス」とある。そして、

「大イナルモノニテ二尺内外トス」とある。郡上郡白鳥

町に「ませんぼうなぎ」という方言名がある。馬小屋の

出入り口を塞いでいる棒のことを「厩栓棒」と呼ぶ。

「厩栓棒」は、大人の腕ほどの太さがあり、長さも長く、

オオウナギの名称に相応しい。「ごまうなぎ（白鳥町）」

の方言名も採集されているが、特別大きいとは聞かない。

個体数は少ないそうで、希にしか見られないようだ。

『本草綱目啓蒙』に、「京師ニモ常ノウナギノ大サニシテ、

白点アルモノアリ。ゴマウナギトヨブ。油多ク、味美ナ

リ。濃州ニモ多シト云。」とある。黒点ではなく白点を

持つウナギなので同じものなのかどうか分からないが、

濃州におけるゴマウナギの名前は古くから知られていた

ようである。「ごまうなぎ」の名の分布していることも

事実だが、形態的な解説は『本草綱目啓蒙』から引用さ

れている。ここの胡麻鰻はその記載が元になっているの

ではないだろうか。分布についての記載がないのは、解

説のないもの（結締・落鰻・ドンコツ・山鳥ビンガ）を

除けばこの胡麻鰻だけである。

『本朝食鑑』に、「やまのいもが化してうなぎとなる」

などの俗説が古来言われていたとある。その通りで、卵

を持ったウナギを誰も見たことがなく、もちろん産卵も

見たことがなかったことから、このような俗説が生まれ

たのである。この俗説は、ウナギについてのものであり、

オオウナギのものではない。「ジネンジョ鰻」のジネン

ジョは山芋のことで、「やまいもが化してうなぎとなる」

の系列に属する名称であり、「ジネンジョ鰻」はオオウ

ナギではなくウナギと考えてよいだろう。

ゴマウナギについて松井（1971）は『ウナギの本』の

中で「オオウナギの若年魚のようである」と述べている

が断定まではしていない。四万十川のlii漁師の山崎

（1993）は「オオウナギには斑点が見られるが、一方

（ウナギ）にはない。ただしゴマウナギというのは全体

に黒い斑点があるが、これは日本産ウナギと別種のもの

でなく、皮膚の色素の変化であろう。」と述べている。

さらに長良川流域の大和町と白鳥町2カ所のウナギ漁師

から「普通のウナギと同じだが黒点があり、ゴマウナギ

と呼んでいた。ウナギよりも温かい水を好むようで大川

よりも水田の水路や用水路にいた。オオウナギといわれ

るようなウナギはいない。」という聞き取りを得ている。

これらのことを総合すると、「胡麻鰻」はオオウナギよ

りも「黒点を持つウナギ」とした方が良いように思われ

るが、ゴマウナギがウナギよりも温かい水を好み、ウナ

ギと生息場所を分けていたとすると、ゴマウナギが熱帯

産のオオウナギの若年魚である可能性は完全には否定で

きない。

第五拾萱掘

針魚ハ美濃国長良川揖斐川筋及厚見郡加納町奮加納藩城

郭要害ノ外堀（字長刀堀卜稿ス）等二多ク棲息スル小魚

ニシテ頭ハ薄赤ク総身ハ濃緑色且ツ斑紋アリテ最モ美麗

ナリ鰭下腹部及背二針アリ人ヲ蟄ス故二針魚ノ稽アリ大

サ凡ソ一寸五六分二過キス雌ハ淡灰色ニシテ緑色ナシ而

シテ常二尾端ヲ横二曲ケテ運動ス人此魚ヲ食セスト云フ

一説二此魚ハ前世界ノ魚ナリ下種シテ甚夕之ヲ貴重スル

モノアリ

（註）「人ヲ蟄ス」は、文脈からして「人ヲ蟹ス」の誤

りだろう。

第51号　針魚（はりうお）

「頭ハ薄赤ク総身ハ濃緑色且ツ斑紋アリテ最モ美麗ナ

リ鰭下腹部及背二針アリ人ヲ蟄ス改二針魚ノ稽アリ」と

ある。繁殖期のハリヨの雄の説明である。種名よりも

「針魚」の読みを何とするか迷ったのだが、方言名「は

りうお」の分布がある程度広い（山県郡・岐阜市・安八

郡・本巣郡・養老郡）ことから（はりうお）を当てるこ

とにした。

第五拾式塀

ビンガハゼ魚ハ美濃国揖斐川筋二多ク棲息スルモノニシ

テ形カブ魚二似テ体鼠青色胸部ハ紫ヲ帯ビ腹ハ白色鱗ナ

ク総魚二似テ脂肪多シ尾端丸ク味甘美ナリ大ナルモノ五

六寸二過キス毎年初夏ヨリ秋季ノ頃迄多ク捕フルモノト

ス

第52号　ビンガハゼ魚（ビンガハゼ）

「形カブ魚二似テ体鼠青色胸部ハ紫ヲ帯ビ腹ハ白色鱗

ナク絵魚二似テ脂肪多シ尾端丸ク味甘美ナリ大ナルモノ

五六寸二過キス」とある。以前、岐阜市薮田の川漁師の

方から、「かわふぐ」を捕ったからと連絡をいただき、

直ぐに見に行った。それはアユカケであったが、方言名

で「かわふぐ」と言われるように、色・姿形が本当にフ

グによく似ていた。「ビンガハゼ魚」の解説を読んで、

直ぐにアユカケをイメージした。アユカケと決めるには

弱いのだが、アユカケには「ぴんが（美並村粥川）」の
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方言名もある。しかし、「揖斐川筋二多ク棲息する」と

あることから、方言名の多くが長良川筋のものであり、

揖斐川筋からは採集されていないことが気になる。

『揖斐川町史』には生息する魚類の中にカマキリ（ア

ユカケの別名）の記載があった。揖斐川町で生息するな

らば下流の揖斐川にもいることだろう。

第五拾参競

落鰻・・・解説なし

第53言　落鰻（おちうなぎ）

「落鰻」という名称のみ記載があり、解説はない。産

卵のために海へ下って行くウナギを指しているのだろ

う。

第五拾四現

川ハゼ魚ハ濃飛両国各川流二棲息スルモノニシテ形ビン

カ魚叉ハカブ魚等二似テ鱗細ク頭及ビロハ大ヒナリ尾端

囲ク色黒茶色ニシテ背鰭ヨリ尾二至ル迄白キ斑点アリ胸

下二丸キ碗形（石二吸付器ナリ）ノモノアリ毎年初夏ヨ

リ秋分迄多ク捕フルモノトス大ナルモノ三四寸二過キス

第54吉　川ハゼ魚（かわハゼ）

「形ビンカ魚叉ハカブ魚等二似テ・・・色黒茶色ニシ

テ背鰭ヨリ尾二至ル迄白キ斑点アリ胸下二丸キ碗形ノモ

ノアリ」とある。しかし、ハゼに川が付いているのは、

海に棲むハゼと区別するためであり、基本的にはハゼの

形をしているはずである。「背鰭ヨリ尾二至迄白キ斑点

アリ」というこの記載に近いものとなると、ハゼ科のウ

キゴリぐらいではなかろうか。

第五拾五睨

ハザコ魚ハ無鱗魚即チ爬轟ノ種族ニシテ美濃国武儀郡津

保谷川板取lI旧国郡上郡ノ渓流等二多ク産スルモノナリ

然レドモ水中ノミナラズ稀ニハ陸二上り深山落葉中二潜

息スルコトアリ大ナルモノハ三四尺ヨリ五六尺二過グ頭

ノ大ニシテ扇園ノ如クロ澗ク眼球至テ小ナリ形鯛魚二似

テ四足アリ前足ハ四指後足ハ五指ナリ頭背二色澤ハ淡黒

灰色ニシテ痴瘡満布シ外皮二大小黒斑アリ腹ハ灰白色尾

ハ梢狭クシテ扁平ナリ脇ハ肌柔カニシテ数多シ鯖鯨魚等

ノ小魚ヲ食フ土人之ヲ賞味スレトモ外皮ノ悪臭アルヲ以

テ之ヲ捕フレハ先ヅ樹枝二懸ケ下ヨリ火ヲ焼キ外皮ヲ剥

脱セシメテ後食フ其ノ叫フヤ殆上人ノ腕ガ如シ肉潔白ニ

シテ味最モ美ナリト云フ
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第55号　ハザコ魚（ハザコ）

「大ナルモノハ三四尺ヨリ五六尺二過グ・・・鯛魚二

似テ・・・」とある。オオサンショウウオのことであり、

今調査すると平均70－80センチメートルぐらいだが、そ

の当時は大きなものが棲息していたようだ。『本草綱目

啓蒙』の「鯛魚」の項を読むと，鯛魚はオオサンショウ

ウオを含むサンショウウオ類全体の名前のようだ。その

あたりのことが、「水中ノミナラズ稀ニハ陸二上り深山

落葉中二棲息スルコトアリ」に現れている。

第五拾六塀

石蟹ハ濃飛両国ノ山谷石問渓澗中二棲息スヤマカニベニ

カニ下種ス甲ハ赤色叉ハ紫色ニシテ小ナルモノハ寸二盈

ス大ナル者ハ二寸許天陰ルトキハ陸行シ多クハ行人ノ篤

メニ践殺サル性直行スルコト能横二走ルコト速ナリ両手

二鍋アリ其ノ次二八足アリ皆尖爪アリ殻ハ堅厚ニシテ脆

シ時々晩メ新穀二換フ其ノ眼ハ外二出蝦ノ眼ノ如クニシ

テ堅シ是ヲ官眼卜云フ腹下ニハ巻キ反シタル厚キ殻アリ

是ヲ臍卜云フ臍二澗狭ノ別アリ狭長ナルハ雄二シテ澗園

ナルハ雌ナリ山間魚類二乏シキ土地二於テハ之ヲ煮テ食

用二供ス

（註）『本草綱目啓蒙』から引用しているのだが、「性

直行スルコト能横二走ルコト速ナリ」は「性直行

スルコト能ハズ横二走ルコト速ナリ」の写し誤り

である。

第56号　石壁（いしがに）

「山谷石間渓潤中二棲息スヤマカニベニカニト稽ス」

とある。先の文は、『本草綱目啓蒙』の「石蟹」に書か

れている文と同じであり、「やまかに（大和本草）」の名

も記されている。サワガニであることには間違いないが、

「やまかに」が、岐阜県の方言名かどうかについては疑

問である。

第五拾七塀

糠海老ハ濃飛両国各jiiニ産ス鼻尖り髪長ク背二断節アリ

尾二硬甲アリ足ノ数人ツアリ好テ躍ル其胸臆二属シ其ノ

子腸外ニアリ生ナルモノハ淡黒微黄熟スレバ深紅色ニシ

テ楷花ノ如シ大サ七八寸二過ギス

（註）『本草綱目啓蒙』の蝦からの引用である。全くの引

用を避けるためか、「ソノ腸、脳二属シ、」を『其

腸脳二属シ』と書いている。

第57号　糠海老（ぬかえび）

「糠海老」という名前からして小さなエビのようだ。



22 金古弘之・千藤克彦

『長良川の生物』に「美濃市下流の緩漫な流れにはメカ

エビが見られる。」とある。しかし、『日本淡水生物学』

によると、メカエビは河和（知多半島）～村上（新潟県）

の線以東および以北の本州に産するとある。メカエビと

同じヌマエビ属に属するヌマエビは、本州以南の全土に

分布するという。ここの「糠海老」は、ヌマエビの可能

性が高い。

「糠海老」の解説のほとんどが、『本草綱目啓蒙』の

「蝦」の項と同じである。大きさについては『本草綱目啓

蒙』とは違っていて、「大サ七八寸二過キス」とある。

長良川に棲息するエビの中で一番大きなテナガエビでも

これほど大きくはない。実物を見ないで書いたのか、そ

れとも記載の誤りではなかろうか。因みに、「鍛」とは

「カハエビノ総名ナリ」と『本草綱目啓蒙』にある。

第五拾人魂

蝿嵐（ニナ、一名石ツボ）ハ濃飛両国各川渓澗池沼及

清酒流水中二多シ長サ一寸許一方ハ尖り一方ハ漸ク澗ク

四分許ニシテ筆頭ノ形ノ如シ殻ハ田螺ヨリ厚クシテ薄暦

アリ全ク黒色ナリ其肉ハ中軸牛ノ如シ人之ヲ食セズ

（註）ほとんどが『本草綱目啓蒙』からの引眉である。

暦という漢字であるが、「えん」と読む。意味は

「ニナの貝の口を塞ぐ蓋」のことである。このよ

うに特殊な蓋の名前まで漢字があることは驚きで

ある。

第58号　胸高（二ナ）　一名石ツボ（いしツボ）

「長サー寸許一方ハ尖り一方ハ漸ク澗ク四分許ニシテ

筆頭ノ形ノ如シ」とある。カワニナのことだろう。

第五拾九塀

田嵐（タニシ、一名ツボ）ハ濃飛両国水田池沼泥中二生

ズ形黄蝿（バイ）ニ似テ短シ一方ハ澗サー寸許一方ハ漸

ク尖り長サ一寸飴殻薄クシテ蒼黒色肉ハ黒頭白身三四月

腸中二三五子ヲ抱ス形全ク母二同ジクシテ小シ子長ズレ

バ母半殻ヲ出ル片子母二随テ出泥中二轟動ス春時賎民其

肉ヲ食フ胡麻卜同食スルヲ忌ム

（註）ほとんどが『本草綱目啓蒙』からの引用である。

第59号　田晶　（タニシ）　一名ツボ

「水田池沼泥中二生ズ形黄螺二似テ」とある。水田・

池・沼の泥中ということなので、水田に一番一般的なマ

ルタニシでよいだろう。タニシの解説は、ほぼ全文が

『本草綱目啓蒙』からの引用である。その中に、「春時賎

民其肉ヲ食フ胡麻卜同食スルヲ忌ム」の文がある。『本

革綱目啓蒙』の「禁ズ」が「忌ム」になっており、続く

「芥子卜同食スレバ人ヲ殺スコト大和本草二見エタリ。」

の文が削られている。その部分だけが改定されたり、削

除されたのは、当時の岐阜県の民俗を正確に伝えるため

なのだろうか。

第六拾現

川蟹ハ濃飛両国ノ河遽畿脚（イシガキ）、石籠（ジャカ

ゴ）ノ間二穴居シ或ハ渓澗ニアリ一名ズガニ下種ス色ハ

茶褐色ニシテ南蛮尤モ大二錦ノ本二黒褐色ノ純毛多ク足

ニモ亦毛アリ十月ノ頃上流ヨリ下リテ暖地二就ク甲ノ大

サ径三寸足ノ長サ三寸ヨリ四寸許性直行スルコト能ハズ

横二走ルコト速カナリ人足アリ皆尖レル爪ヲ具フ殻ハ堅

甲ニシテ脆シ時々娩シテ新穀二換フ其眼ハ外二出鍛ノ如

クニシテ堅シ此ヲ骨眼卜云フ雌雄ノ区別ハ石蟹二同ジ人

之ヲ輔へテ食ス

（註）『本草綱目啓蒙』からの引用が多く、「石蟹」の解

説と重複するところも多い。

第60吉　川蟹（かわがに）　一名ズガ二

「川蟹」の解説の多くは、『本草綱目啓蒙』のものを引

用している。その解説の中に、「錨ノ本二黒褐色ノ綿毛

多ク足ニモ亦毛アリ」とある。モクズガこのことである。

第六拾萱堀

川繊ハ美濃国養老都下池及揖斐川筋二産ス鼻尖り髪長ク

背二断筋アリ尾二硬骨アリ而シテ足数人ツアリ好テ躍ル

其腸脳二属シ其子腹外ニアリ生ナルモノハ淡黒微黄熟ス

レバ深紅色ニシテ楷花ノ如シ大ナルモノ三寸二過キス

（註）『本草綱目啓蒙』から引用しており、「糠海老」の

解説と重複するところが多い。「背二断筋あり」は

「背二断節あり」の誤りである。「尾二硬骨あり」

は「尾二硬キ甲アリ」が元の文である。

第61号　川鰯（かわえび）

形態的には、『本草綱目啓蒙』の「蝦」の解説をほぼ

引用している。そして、「蝦」については「カハエビノ

総名ナリ。」と書かれていて、その中にはテナガエビも、

メカエビも含まれている。そのためか、「糠海老」と「lIi

鯖」の形態的な解説は大きさが違うだけで全く同じ引用

文である。「）順別　の解説文の終りには、「大ナルモノ三

寸三通キズ」と書かれているが、県内に分布しているエ

ビで三寸の大きさになるものはテナカエビ以外にはいな

いだろう。しかし、第63号に「手長鍛」の項があるので

困ってしまう。「川鍛」は何を指しているのだろうか。
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『川村日本淡水生物学』には、「第2胸脚は雌では雄に比

較して小さい」とある。はさみの小さいテナガエビの雌

のことだろうか。

第六拾武睨

馬糞貝（一名青貝）ハ濃飛両国各川及溝沼等ノ泥中二産

ス色黒クシテ密二細キ横筋アリ形長橋園ニシテ大ナルモ

ノ長七八寸幅四五寸二至ル飛騨国ニテハ青貝卜稽シ土人

取リテ食用二供ス

第62号　馬糞貝（まくそがい）　一名青貝（あおがい）

「lIi及溝沼等ノ泥中二産ス色黒クシテ密二細キ横筋ア

リ形長橋園ニシテ大ナルモノ長七八寸幅四五寸二至ル」

とある。この解説からだけでは、馬糞貝が何貝かは分か

らない。カラスガイの方言名に、「まぐそがい（関市）」

がある。しかし、黒い貝はすべてカラスガイと呼ばれる

ことが多く、種の断定は難しい。資料として使われてい

る『本草綱目啓蒙』の中にも、美濃の方言名として「マ

グソガイ」の名が記載されている。量的な分布からする

と、カラスガイよりもドブガイの可能性が高い。馬糞貝

の名は、形に由来するものと思っていたところそうでは

なくて、臭いにあるようだ。「馬糞貝」の名は、『享保元

文諸国産物帳』の中に出てくる。「まくそ貝（方県郡）」

と記載されている。また、「青かい（安八郡・羽栗郡・

本巣郡）」・「青貝（多芸郡・中嶋郡・加茂郡）」の記載

もある。馬糞貝が、一名青貝と呼ばれるのもこれで理解

できる。馬糞貝の名前の通り、臭いので味噌煮にして食

べたようだ。それ故に、「みそかい（可児郡・土岐

郡）」・「みそ貝（加茂郡・恵那郡）」の記載も、「馬糞

貝」と同じ貝なのかもしれない。

「飛騨国ニチハ青貝卜穐シ土人取リテ食用二俣ス」と

ある。この青貝は、カワシンジュガイのことであり、美

味しいようで近年まで食用にされたようである。

第六拾三掘

手長鍛ハ美濃国養老郡下池及揖斐lii筋二産ス手頗ル長シ

故二此名アリ其他ノ形状ハ総テ川蝦二異ナルコトナシ大

ナルモノ三寸二過キス

第63号　手長鰯（てなかえび）

「手頗ル長シ故二此名アリ其他ノ形状ハ総テli搬二異

ルコトナシ」とある。第61号の川蝦で説明したように、

手の長いこと以外は同じ形をしていることになる。また、

「川蝦」と「手長鯖」の棲息場所も「養老郡下池及揖斐

川筋」と同じである。「川蝦」はテナガエビの雌、体長

23

の1－1．7倍の長い手（第2胸脚）を持つ「手長蝦」は

テナガエビの雄のことだろう。

第六拾四塀

ビンガ魚ハ濃飛両国各III流二棲息スルモノニシテ形チハ

jiレヽゼ或ハカブ魚二似タリ鱗租ニシテ且ツ鷹ノ羽様ノ斑

紋ナシ色ハ淡黒ニシテ腹部二碗形様ノ鰭アリ常二石間二

棲息ス尾尖丸ク味ヒ美ナリ漁季ハ春季ヨリ夏季ノ頃トス

第64号　ビンガ魚（ビンガ）

「形テハノiiハゼ或ハカブ魚二似タリ・・・色ハ淡黒ニ

シテ腹部二碗形様ノ鰭アリ・・・」とあるが、大きさの

記載が－ない。しかし、第44号チンチコ魚（一名　ロレコ）

に、「形チビンガ魚二似テ小サク大ナルモノ一寸五六分

二過キス・・・」とある。最初テンチコ魚はビンガ魚に

似ていて小さく、大きくても一寸五六分位の大きさのよ

うだと解釈していた。どうも違うようで、チシテコ魚は

ビンガ魚に形は似ているが小さく、大きくても一寸五六

分と訳すべきのようだ。すると、ビンガ魚はチシテコ魚

（ヨシノポリ類）よりも大きいということになる。方言

名の「ぴんが」は、カジカ・カマキリ・チチブ・ヨシノ

ポリ・カワヨシノポリに見られる。しかし、「腹部二碗

形様ノ鰭アリ」とあることから、カジカ・カマキリでは

ないことになる。そして、吸盤は持っているが、チチブ

の方言名である「ぴんが」は、郡上郡美並村粥川だけか

らしか採集されていない。狸々ビンガ・山鳥ビンガの基

本名としての「ビンガ」は、分布は広くもっと一般的な

魚種でなければならないように思う。テンチコ魚はカワ

ヨシノポリ（体長7cm）を主とするものであり、ここ

のビンガ魚は大型のヨシノポリ類（10－11cm）のこと

ではなかろうか。ならば、吸盤の件、体長の件も解決す

る。ここは大型のヨシノポリ類で良いだろう。しかし、

元もとの方言名「ぴんが」は、カジカからヨシノポリ類

までを含む、幅広い魚種に対する名称ではなかろうか。

第六拾五塀

態ハ濃飛両国各川流及池沼中二棲息ス形チ亀二類シテ四

遽二肉裾アリ首亀ノ如クニシテ鼻端尖り眼光畑々トシテ

鋭クカ頗ル猛シ頸ハ甲ノ長サト同クシテ伸縮自在ナリ背

ハ雪隆ニシテ横紋アリ四足共水掻アリ各三本ノ爪ヲ有ス

春季ノ頃陸二出砂土ヲ堀テ印ヲ其中二埋ム其ノ形国中ニ

シテ殆ド金柑ノ如シ夏秋二至り化シテ小筒トナル味ヒ最

モ甘美滋養多シ磯ニアルモノハ底色黒シ沖ニアリテ底色

黄ナルモノヲ上等トス叉一種底色白クシテ黄色ナキモノ

アリ味ヒ至リテ佳ナリ多雲郡下池ニテ捕フルモノハ一貫



24 金古弘之・千藤克彦

目以上ノ大ナルモノアリ

（註）『本草綱目啓蒙』から多くを引用している。「土ヲ

堀テ印ヲ其中二埋ム」は、『卵ヲ其中二埋ム』の引

用誤りである。

第65号　輯（すっぽん）

スッポンで良いだろう。

第六拾六競

金柑アジメ魚ハ美濃国郡上郡谷川筋二棲息スルモノニシ

テ其形チ恰モ変種鱈ノ如クナレドモ黒色ノ斑貼細密ニシ

テ魚体ハ深黄色恰モ金柑ノ如シ故二金柑アジメノ稀アリ

大ヒサ二三寸ヲ充分ノ極トス漁季ハ毎年夏季ヨリ秋季ノ

候二在り而シテ産卵ノ季モ秋季ニアリ味ヒ甘美ナリ

第66号　金柑アジメ魚（きんかんアジメ）

「形デ恰モ変種鱈ノ如クナレドモ黒色ノ斑貼細密ニシ

テ魚体ハ深黄色恰モ金柑ノ如シ故二金柑アジメノ稀アリ

・・・」とある。今でも、アジメドジョウを「きんかん

（八幡町）」・「きんかんあじめ（八幡町・美濃市）」と呼

んでいる。金柑色はアジメドジョウの婚姻色である。秋

には卵を持っているので、産卵も秋と考えられたようだ。

第六拾七競

アンコ魚　椒魚ノ子ニシテ三寸以下ヲアンコトイフ無鱗

魚即チ爬轟ノ種族ニシテ美濃国武儀郡坂ノ東村字榎洞谷

二産ス形チ殆トハサコニ似テ水中ノミナラズ稀ニハ陸二

上り深山落葉中二隠潜スルコトアリ頭ハ園肩ニシテロ大

二眼甚小ナリ背上皮色沙喫叉鍛蛙二似テ黒斑アリ頭二近

クシテ痛席（イボ）アリ椒樹皮二似タリ故ニサンシャウ

ウヲ・サンセウウヲノ稿アリ或ハ椒気アル故二名ズクト

云ヘリ肉髭尾二道り鰻魚叉ハ鮫二似テ四足アリ足ハ扁ク

前足ハ四指ニシテ手ノゴトシ後ハ五指ナリ土人多ク箱ヲ

以テ捕獲シ或ハ焼キ或ハ生ニテ薬科二供スト

（註）沙嘆はナマコのことであり、鯖蛙は「くそがえる

（ツチガエル）」であると『本草綱目啓蒙』には書

かれている。

第67号　アンコ魚（アンコ）

形態的な説明の多くは、オオサンショウウオとほとん

ど同じで、『本草綱目啓蒙』から引用している。アンコ

は、「椒魚ノ子ニシテ三寸以下ヲアンコトイフ」とある

ように、ヒダサンショウウオ・ハコネサンショウウ才等

の小型のサンショウウオを指す名前である。今でも、渓

流に棲むサンショウウオ類の幼生を、大和町・白川町・

武儀町では「あんこ」と呼んでいる。アンコは、「美濃

国武儀郡坂ノ東村字榎洞谷二産ス」という記録とも合う。

また、「稀ニハ陸二上り深山落葉中二隠潜スルコトアリ」

からも、陸に上がるのは成体であり、「アンコ」は水中

にいる幼生のことである。水中にいるから「危ヲ以テ捕

獲」するのである。

第六拾人魂

乞食ビンガハ濃飛両国各liiニ棲息ス形状ハ髪ナキ小鮫二

似テ色薄黒ク頭及ロハ大ヒナリ然レトモ尾端園クシテ肉

鰭尾二道ナラス純身多ク藍色ノ斑賄アリ常三石問二潜ミ

或ハ小石ノ上ヲ縦横走ルモノナレバ腹ノ正中二灰色ニシ

テ園キ碗形ノモノアリコレハ石二吸ヒ付ク器ナリ大ナル

モノ六七寸ニスギス油多ク甘味ナリ鱗ハ最モ細カキヲ以

テ殆ド無鱗魚ノゴトシ

第68号　乞食ビンガ（こじきビンガ）

「形状ハ髪ナキ小総二似テ色薄黒ク・・・終身多ク藍

色ノ斑点アリ・・・」とある。この説明からチチブが思

い浮かんでくる。

近年、チチブは4種に分けられている（川郡部ほ

か，2001）。そのうち岐阜県の河川中流域まで分布するの

はヌマテチブだけである。河口域、下流域にはチチブが

分布する。チチブ（ヌマテチブ）に、「こじきびんが

（関市中瀬）」の方言名がある（金古，1990a）。

第六拾九競

砂クジリ魚（一名カナクジ）ハ濃飛各川流二棲息スルモ

ノニシテ常二石間二潜ム形長ク頭大ニシテ方二口端尖レ

リ色薄茶色ニシテ多クノ細黒鮨アリ大輔フレバ小輩ヲ発

シテ鴫ク大ナルモノ八九寸二及ブ味淡美ナリ毎年春季ヨ

リ夏季ノ頃最モ多ク捕フルモノトス

第69号　砂クジリ魚（すなクジリ）　一名カナクジ

「すなくじり（郡上郡・岐阜市・恵那郡・藤橋村）」・

「かなくじ（美濃加茂市・関市・高富町・岐阜市・墨俣

町・川島町・養老町）」は、カマツカの方言名である。

しかし、カマツカにしては生態の説明が変である。説明

には、「各川流二棲息スルモノニシテ常二石問二潜ム」

とある。カマツカは、石の間にいないこともないが、普

通（常ニ）は砂のあるところで生活する。だから、「す

なくじり」なのである。

第七拾塀

ドンコツ・・・解説なし
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表1　ビンガの仲間の特徴
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表記名 ��X*ｸ+2�吸盤 倬x,H*(.偃ﾒ�模様“他 刎���kﾂ�

カブ魚 �6�986�5(.h.��R�なし �7(984ｲ�斑紋あり”黒茶～白茶 �4ｨ5x4｢�

ビンガ魚 凾｠り ��ﾈ6�5ｸ��4ｨ7R�斑紋なし“淡黒 �8�5h6ﾘ7ﾈ8｢�

チンチコ魚 ����X�ナZ｢�あり あり あり �7(984ｲ�体色白茶色“赤茶の綱点 �4ｨ8�8�5h6ﾘ7ﾈ8｢�

狸々ヒンガ魚 山鳥ビンガ 乞食ビンガ 滴�ｳY����7(984ｲ�斑紋あり“体色赤黄色 �4ｨ5x4｢�4ｨ5x4｢�6ｸ7ﾘ6�6�7R�

6°7寸 剌ｬ鰭 凉Y�h,ﾉL�5��

ビンガハゼ魚 ドンコツ lIiハゼ魚 店�Si����4ｨ7R�体色鼠青色 �4�8h4ｨ5��6�985"�4X4ﾈ588｢�

3”4寸 刄rンガ・カブ 僮(*ｹL�5��

ハゼ魚 滴�ｳY���あり ��ﾈ6�5ｲ�体色淡褐色 �7ﾘ6�5ｲ�

第70号　ドンコツ

ドンコツについては、名称のみで解説がない。方言名

の「どんこつ」は、カジカ・カマキリ・ドンコに見られ

る。その中で、一番広く使われているのがドンコの「ど

んこつ」である。美濃加茂市・笠松町・関市・岐阜市・

穂積町・真正町・北方町・本巣町・糸貫町・谷汲村・揖

斐川町・大野町・池田町・大垣市等と分布も広い。カジ

カ・カマキリの「どんこつ」は、形の似ているドンコか

ら派生したものだろう。ここのドンコツは、ドンコでよ

いだろう。

第七拾萱睨

狸々ピンガ魚ハ濃飛両国各川流二棲息スルモノニシテ常

二石間二漕ミ形普通ノビンガ魚二異ナルコトナシ上端モ

色澤即チ鷹羽ノ如キ斑紋ハ明瞭ニテ鰭尾二至ルマデ練テ

薄キ赤黄色ヲ帯ブ故二狸々ノ稽アリ淡味ナリ大ナルモノ

四五寸ニスギズ毎年春季ヨリ夏季ノ頃最モ多ク捕フルモ

ノトス

第71号　狸々ヒンガ魚（しようじようヒンガ）

ビンガの仲間は難しいので、集めて表1にしてみた。

斑紋とは、「鷹羽ノ如キ斑紋」のことで、カジカに見

られる斑紋のようだ。「形普通ノビンガ魚二異ナルコト

ナシ」とある。「異ナルコトナシ」とは、形はビンガ魚

であるということである。しかし、大きさは4－5寸と

大きい。胸鰭について明確には書かれていないが、ビン

ガ魚に似るということは吸盤を持つということなのだろ

うか（？）。「濃飛両国各川流二生息スル」と広く分布す

ることからして、普通に見られる魚種でなければならな

い。吸盤等の疑問も残るが、狸々ピンガ魚の名前からし

て、赤色の強い体色をしていて、鷹羽模様のはっきりし

ているカジカではなかろうか。

第七拾武兢

規ハ濃飛両国各川流池沼中二生ズ大ナルモノハ六七分色

黒キアリ叉黄ナルアリ黒キモノハ泥中ニアリ黄ナルモ

ノハ砂中ニアリ味ヒ淡泊ナリ

第72号　規（しじみ）

「黒キモノハ泥中ニアリ黄ナルモノハ砂中ニアリ」は、

『本草綱目啓蒙』から引かれたものであり、琵琶湖のシ

ジミを解説した文である。岐阜県には、汽水に棲息する

ヤマトシジミと、淡水に棲息するマシジミがいる。マシ

ジミの幼貝は黄緑色だが、成員になると黒褐色から黒色

になる。色だけでは、種の決めようがない。「濃飛両国

各川流池沼中二・・・」と飛騨国にも生息することから

して、淡水域に棲むマシジミではなかろうか。

第七拾参撹

山鳥ビンガ・・・解説なし

第73号　山鳥ビンガ（やまとリビンガ）

解説が何も付いていない。解説の付いていないのは、

27号結締・第53号落鰻・第70号ドンコツとこの山鳥ビン

ガである。この4種には、何か共通した理由があるのだ

ろうか鱈2魚に興味のある者ならば名前を聞いただけ

でどのような魚であるのかが、分かったのだろうか。

「やまどりぴんが」の名前は、カジカの方言名として残

っている。美濃市・洞戸村・関市に「やまどりぴんが」

が、「やまどりぴんが」の省略形「やまどり」が関市保

戸島に残っている。方言名から考えて、「山鳥ビンガ」

はカジカでないだろうか。

第七拾四掘

刀貝ハ美濃国武儀郡長良川筋叉ハ溝中等二産ス形刀二似

テ細長ク尖キトガレリ故ニコノ稽アリ色黒ク堅二細キ密

ナル縞目ノ條アリ大ナルモノ長サ二寸二過キス土人捕テ

食スルモ味美ナラズト云フ

第74号　刀貝（かたながい）

（注2「美濃飛騨両国諸州棲息魚類取調書」の解説がなかった欄は魚名を書いた紙が貼られている状態で、書く予定がありな

がら未記入で終わってしまったという印象を受ける。
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「形刀二似テ細長ク尖キトガレリ故ニコノ稽アリ」と

ある。さらに、「大ナルモノ長サニ寸二過キス・・・」

とある。『享保元文諸国産物帳』に、「かたな貝（池田

郡）」・「刀貝（武儀郡）」の記録がある。「刀貝」は「か

たをがい」と読んで正解のようである。また、形の説明

からして「刀貝」はトンガリササノハガイだろう。「土

人捕テ食スルモ味美ナラズト云フ」とある。『聞き書

岐阜の食事（農文協）』の「南濃　輪中の食」の中に、

「ドゥビンの味噌あえ」と共に「ギシの煮物」が出てく

る。「ギシ」は、「やや細長い二枚貝である」と書かれて

いる。どうも、この「ぎし」がトンガリササノハガイの

ようである鱈3

まとめ

1）魚そのものも調査したのだろうが、土地の漁師に魚

名の調査（結果的には方言名調査）もしたのだろう。そ

れを『本草綱目啓蒙』を参考にしてまとめ上げたものが

本書のようだ。そして、種名の同定だけでなく、文章の

書き方そのものも『本草綱目啓蒙』を手本にしている。

2）博物学的な調査書ではあるが、種の区別が判然とし

ていなく、種の特定の難しいものが多い。・・・研究史

的には、博物学的研究の最後の方に位置するものと言え

よう。

3）研究手法としては、土地の言葉（方言名）を手掛か

りに、種の同定をしようとしている。そのため、方言名

に振り回され、同じ種が何度も取り上げられている。

4）一般の人たちにも分かることを目指して作られたも

ののようだ。そのためか、解説に使われた例が面白い。

ここに整理して表2に示すことにする。

「似る」というのは、言葉通り大まかに似ているという

ことであり、分類学的には全く関係がないようだ。「似る」

に出てくる魚種は、鰍（3回）・ビンガ（3回）・鱒

（3回）・カブ（3回）・紗（2回）・絵（2回）・鯉

（2回）・川ハゼ（2回）・牛紗・大口魚（海産魚のタ

ラ）・ムツ魚・変揖魚・嘉魚・白鯨・変種鱈・鮭・鮎・

鰭等である。引用回数の多いものが、当時における形を

イメージ出来た一般的な魚種なのだろうか。

カジカのカブが引用されていて、カジカよりも普通に

見られるヨシノポリ類が出てこないはずがない。「64．

ビンガ魚」は、ヨシノポリを主とした仲間（ヨシノポリ

類）で良いのではなかろうか。

「異なることなし」とは、形がほぼ同じということら

しい。色や大小、模様の有るなし等は別のようだ。引用

された魚名には、「普通の」という形容詞の付いている

場合が多い。婚姻色などの出ていないという意味だろう

記載名 倬x.偃ﾒ�異なることなし �+ｸ,ﾉ�ﾂ�

1 儂ｨﾎ��（白魚） 儿�,ｨ6ﾘ��ｹｲ�X�,ｨ6ﾘ��ｹｲ�X�,ｨ6ﾘﾇ��総点二髪髭タリ 

2 �8�986�4x4X���牛紗 

3 咆霽��紗魚 

4 5 6 7 8 9 10 倚飴ｲ��ﾘﾋ竟�ｹｲ���ｹｲ�ohﾇ雹ｲ�[9�雹ｲ�ﾛｸ7ｨ8ｨｹｲ�4ｨ6�6�6�ｹｲ�大口魚（タラ） ムツ魚 変ツキ魚 

11 12 13 ��5雹ｲ�ﾇ雹ｲ�I(ｹｲ�総点 黒鯉 儿�,ｨ6ﾘ8�68ｹｲ� 

14 刔fﾆ曝ｹｲ�鯨 

15 �8�68ｹｲ�白鰊 

16 �4ﾈ985(ｹｲ�鯨魚（小サク） 

17 18 19 20 兔��飴ｲ��H8�68ｹｲ�ﾆ迄���捶ｹｲ�鰊魚 

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 �佗雹ｲ�L.捶ｷﾒ�I(ﾇ雹ｲ��Xﾘﾂ�孜}��¥�ｩ$ﾂ��$ﾂ�Nｨﾎ��4�5x8�ｹｲ�4I$ﾂ�変程鱈 儿�,ｨﾇ雹ｲ�X�,ｨ6ﾙi�ｹｲ�X�,ｨ6ﾙ$ﾈｹｲ�X�,ｨ6ﾙi�ｹｲ�小鰻鰹ノ如ク 

31 冓�ｹｲ�鮭魚 ��蛇ノ如ク 

32 ���ｲ�川鯉 

33 ��雹ｲ�鱒魚（小サク） 

34 35 36 �8ｹｲ��ｹ�｢�68ﾎ��鱒魚（小ク） 紗 

37 兒仍ｲ�鯉魚 

38 ��ﾉ���鰭 

39 40 �6ｸ8�8ｨｹｲ�鰭ｹｲ�鮎魚 

41 42 儂ｩZ���雹ｲ�鱒魚 儿�,ｨ6ﾙZ��普通鰻魚二同シ 普通鰻魚卜同ジ 

43 �4ｨ7Xｹｲ�ピンガ魚 

44 �6�986�5(ｹｲ�ビン力点（小サク） 

45 46 47 48 49 50 佗雹ｲ�仰�6�5ｨｹｲ�ﾎ�ｲ�Jｨ69mｨ秒�ﾍ9h8秒�嘉魚 用ハセ 

51 52 53 54 ��ｨｹｲ�7(984ｸ6�5ｸｹｲ���秒��ﾈ6�5ｸｹｲ�カブ魚 ビン力点又ハカブ魚等 �� 

55 56 57 58 59 60 �6�5X5(ｹｲ��隍��ﾖh､9��ｻ俘"�&9���末丶��鯛魚 黄螺 

61 62 63 64 65 66 67 ��ﾈ���F饉8､ﾂ�詹+x���7(99|ﾙ5��ﾇ��ｾ�ｫ�4�5x8�ｹｲ�4�985(ｹｲ�liiハゼ或ハカブ魚 殆トハサコ 免迄���轟二類シテ 変程鱈ノ如クナレド 

68 69 70 佩���7(984｢�ﾛｸ4�5x8ｨｹｲ�6�985(62�小熊 

71 72 73 74 �$ｸ��7�99|ﾙ5��ｴｲ��)+�7(984ｲ�8�､ﾂ� 儿�,ｨ6ﾘ7899|ﾙ5�� 

（注3　「美濃飛騨両国諸lii棲息魚類取調書」には第75号として「タケチチコ」の名前が記載されている。解説文はない。



『美濃飛騨両国諸州棲息魚介図　附魚類取調書』に見る明治期の岐阜県内の水生生物相

か。引用回数の順に並べてみると、鱒（3回）・鰍（2

回）・紗（2回）・ムツ魚・鮒・ビンガの順である。

・「その他」も含め合計してみると、鰊（5回）・紗（4

回）・ビンガ（4回）・鰭（3回）・総（3回）・鰻（3回）

・カブ（3回）・鱒（3回）・・・の順になる。この辺り

が、当時のイメージできる川に住む一般的な魚種なのだ

ろう。

逆に、引用例の付いていない魚種は、総魚・川繊

・鰊魚・黄鰊魚・板鰊魚・鮎・針魚・砂クジリ魚であ

る。ナマズ・アユは誰もが知っている魚種であり、引用

魚種の必要がなかったのだろう。クルメサヨリ・タナゴ

類・ハリヨについては、形が特殊過ぎて適当を引用魚種

が思い浮かばなかったのではなかろうか。砂クジリ魚が

カマツカであるならば、「9砂ホリ魚」と同じである。

ならば「9砂ホリ魚」と同じく、「変ツキ魚」を例に持

ってくるべきなのだが、形も違うのであろうか。

4，表記について

同じ種に対し重複し紹介解説している。別種だと考え

ていたものか、それとも別の理由があるのだろうか。こ

の「調査書」は、『本草綱目啓蒙』を手本にして作られ

ている。そのため、『本草綱目啓蒙』に記載されている

種と同じものは、解説のほとんどが『本草綱目啓蒙』か

らの直接的な引用であったりする。記載のないものの場

合には、書き方を真似て書かれている。

カワヒガイ（3櫻鰊・5将言紗魚）

「さくらばえ」は、土岐lIl・木曽）1日長良川・根尾川

・揖斐川の平野部で広く使われている。カワヒガイの方

言名としては、一番一般的な方言名と言える。それに対

して「しょうげんもろこ」は、揖斐liI町辺りでだけ使わ

れている。「5将言紗魚」の解説を読むと、「大ナルモノ

三四寸三通キス」とあるのみで、婚姻色や「櫻鰊」につ

いては全く触れていない。別種と考えていたのではなか

ろうか。

アプラハヤ（タカハヤを含む。）（8糞鰍魚・39ヌメリ魚）

「くそばえ」は、郡上郡白鳥町・八幡町・和良村、益

田郡金山町・下呂町、加茂郡東白川村・白lIi町・八百津

町、恵那郡加子母村、美濃加茂市で使われている。「ぬ

めり」は、美濃市美濃町、関市保戸島、本巣郡真正町で

使われている。「ぬめり」に似た「ぬめ」は、山県郡高

富町、本巣郡真正町・北方町、揖斐郡揖斐川町・池田

暢・大野町、本巣郡巣南町、安八郡神戸町、不破郡関ヶ

原町で使われている。「くそばえ」と「ぬめり」・「ぬ
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め」は、使われている地域が別である。説明文を読んで

も、別種のように考えていたようだ。

ネコギギ（10カナハチ魚・11黄頼魚）

「11黄頼魚」は、『本草綱目啓蒙』に出ており、解説の

ほとんどがこの本からの引用である。解説中の「赤ギギ

ウ」は、『本草綱目啓蒙』の中に記載されており、岐阜

の方言名ではないかもしれない。当然、「黒ギギウ」も疑

われる。両方共、県内ではまだ採集されていない。「黒

ネギ・赤ネギ・）冊隼」は、岐阜の方言名の可能性が高い。

「かなはち」は、岐阜県で使われていた方言名のようだ

が、今はどこでいつ頃まで使われていたのか不明である。

「11黄頬魚」には、アカザも含まれていて、種名という

よりギギ科の総称のようなところがある。お手本の『本

草綱目啓蒙』に書かれている「黄頬魚」と岐阜で「かな

はち」と呼ばれる魚が、同じ種かどうか分からなかった

のではなかろうか。

オイカワ（14老川魚・23白鰊魚）

「14老川魚」の後に（自責鰍欒ジテ老川トナル）と書

かれている。「23白鯨魚」に「春季二至り欒シテ美麗ナ

ル老川上ナル」とある。「老川」と「白鱗」は同じ種で

あることを知っている。しかし、この変化が繁殖期を迎

えての婚姻色とは認識してはいなかったようだ。一般人

の問では、別種として別々のように呼ばれていたので、

「老川魚」「白鰊魚」の2項目を起こしたのだろう。今日

でも，別種のように呼ばれることが多い。

カワムツ（15ムツ魚・18赤ムツ魚）

「18赤ムツ魚」に「普通ノムツ魚二異ナルコトナシト

離モ色少シク濃ヤカナリ・・・」とある。同じ種とまで

は認識していないように思える。別種と考えて二項目を

起こしたのだろう。

スゴモロコ属（7柳紗魚・17変揖魚）

「6紗魚」にモロコとルビが振られていることから、

「7柳紗魚」を「やなぎもろこ」と読むことにした。「鯨」

にハへのルビが振られており、モロコとハエは使用され

る漢字で区別されているようだ。ここは表3のように、

一応「やなぎばえ」の可能性についても調べることにし

た。「17変揖魚」の読みも、一番方言分布の広い「むぎ

つき」を採用することにした。「7柳紗魚」の解説に、

「濃青色ニテ鷹羽ノ如キ斑紋あり・・・」とある。また、

「17変掲魚」には、「腹部ヨリ尾二至ル迄黒キ横線ア

リ・・・」とある。見ようによっては見えないこともな
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のである。

※イトモロコ、デメモロコ、コウライモロコの方

言名で集められたもの。3種が混ざっている

可能性が高いのでスゴモロコ属とした。

いが、スゴモロコ属では弱いように思える。かと言って、

ピタリ当てはまる種もないのが本当のところである。方

言名をもとに、スゴモロコ属とした。

シマドジョウ（26変稗鰭・27結婚・29アジメ魚）

「26変稗鱈」の解説に「腹部ハ総テ金黄色ヲ帯フ毎年

四五月ノ頃ヨリ粟粒ノ如キ卵ヲ胎シ・・・」とある。良

く熟した麦のような美しい黄金色をしているので「変種

鱈」と呼ばれるのである。黄金色は婚姻色である。シマ

ドジョウの産卵期は5月下旬～7・8月である。「27結

婚」は、『本革項目啓蒙』に名前は出てくるが解説は詳

しくない。また、岐阜県内の方言名「しまどじょう」は、

国府町・池田町と分布も狭い。「むぎからどじょう」は

美濃加茂市・清見村・萩原町・下呂町・金山町・和良

村・白川町・加子母村・美並村・洞戸村・岐阜市・根尾

村・糸貫町・巣南町・谷汲村・大野町・揖斐川町・大垣

市と広い地域で使われている。方言名からすると、シマ

ドジョウの中では、「むぎからどじょう」は主役である。

「結締」に解説がないのは、次の「29アジメ魚」と絡ん

で、「結締」が何であるか自信が持てなかったのだろう。

「29アジメ魚」の解説を読むと、「形状色澤斑紋等ハ殆

卜変種鱒二似テ体少シク痩セ・・・毎年四五月頃胎卵

ス・・・」とある。形態的にはアジメドジョウであるが、

「四五月頃胎卵ス」というのはおかしい。アジメドジョ

ウは、「秋に伏流水中に潜入して越冬し、翌年の春にそ

こで産卵する」とある（川郡部・水野，1989）。「四五月

頃胎卵ス」は、シマドジョウのことであろう。「29アジ

メ魚」は、アジメドジョウとシマドジョウが混乱してい

るようだ。

「66金柑アジメ魚」には、「産卵ノ季モ秋季ニア

リ・・・」とあり、正しくアジメドジョウの解説がなさ

れている。秋には大きな卵を持っているため、産卵も秋

に行われるものと考えたのだろう。「金柑アジメ魚」の

名前は、婚姻色の濃くなったアジメドジョウを呼んだも

フナ（37鮒魚・41緋鮒）、ドジョウ（28緋鯉・30泥鱈）

「緋鮒」・「緋鱈」共に『本草綱目啓蒙』に出てくる。

珍しいものを好む当時の風潮が良く出ている。「岐阜県

にも棲息しているぞ」ぐらいのことだろう。「鮒魚」・

「泥鰭」の解説は、ほとんどが『本草綱目啓蒙』からの

引用である。

コイ（1緋鯉・48鯉魚）

「1緋鯉・48鯉魚」の解説の中で、「年々他国へ輸送シ

巨額ノ収益ヲ得・・・」とある。岐阜県としては、流通

に乗り収益のあった経済的に重要な魚種だったのだろ

う。野生のものではなく養殖のコイについてだけ解説し

ている。

ウナギ（40鰻魚・50胡麻鰻・53落鰻）

「40鰻魚・50胡麻鰻」の解説は、『本草綱目啓蒙』から

の引用である。『本草綱目啓蒙』の解説には、オオウナ

ギの説明の後、「京師ニモ常ニウナギノ大サニシテ、白

点アルモノアリ。ゴマウナギトヨブ。油多ク、味美ナリ。

濃州ニモ多シト云。」とある。「50胡麻鰻」は、この文章

を受けて書かれているのではなかろうか。ただ、「白点」

が「黒点」に変わっている。大きさについては、オオウ

ナギほどではなく「大イナルモノニテ二尺内外トス。」

とあり、普通よりも少し大きいだけである。

「落鰻」については、渋澤（1958）の『日本魚名集覧』

にも出て来ない。当時は、ウナギが深海で産卵し、生ま

れた稚魚が海から登って来ることを知らなかった。『和

漢三才図会』には、「四、五月に子を生むが、繊くて長

さ三、四寸で針のようである。これを針鰻鱒という。漸

く成長すると川上に行く。」とある。ウナギには、卵も

見つからないし、産卵をするのも見られていない。その

ため、「山芋変じてウナギとなる」という伝承が生まれ

ることになったのである。この「落鰻」の記録は凄いこ

とであるが、当時の知識としては解説の仕様がなかった

のだろう。

カマツカ（9砂ポリ魚・69秒クジリ魚）

「9砂ポリ魚」の名は、『本草綱目啓蒙』に「裟魚（ハ

ゼ）」の仲間として書かれている。「すなはり」は高富町

で採集されているが、岐阜県内の方言名分布は狭そうで

ある。それに対して、「69砂クジリ魚」は分布も郡上

郡・岐阜市茜部・恵那郡・藤橋村と広い。「すなくじり」

から生まれたと思われる「すなくじ」は、もっと広い。
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恵那市東野・八百津町・可児市・御嵩町・美濃加茂市・

各務原市・川島町・笠松町・和良村・金山町・川辺町・

白lI旧・高鷲村・八幡町・関市中瀬・高富町・伊自良

村・岐阜市長良・海津町・本巣町・真正町・北方町・池

田町・大野町・久瀬村・養老町・上石津町・神戸町等で

ある。同一種か分からぬまま、『本草綱目啓蒙』に記載

のある「すなはり」と岐阜県に広く分布する「すなくじ

り」を記載したのではなかろうか。

「砂ホリ魚」は、「大ナルモノ二三寸二過キス」とあり、

カマツカにしては少し小さいことが気になる。

カジカ（43カブ魚・64ビンガ魚（？）・71狸々ヒンガ

魚・73山鳥ビンガ）

カジカの基本的な名称は、「かぶ」と「ぴんが」であ

る。この二つの名は方言名として今でも残っており、美

濃市と美並村の間を境にして、長良川の上下に分布して

いる。しかし、「ぴんが」は先にも書いたように、カジ

カ・アユカケ・ヨシノポリ・カワヨシノポリ等の総称名

のようだ。「狸々ピンガ魚」・「山鳥ビンガ」は、「ビン

ガ魚」の中を更に細かく分けた名称だろう。

「山鳥ピンガ魚」は、解説はないが方言名からしてカ

ジカで良いだろう。「狸々ピンガ魚」は赤みの強いカジ

カのようだ。方言名の「ぴんが」が総称名であることが、

幾つもの項目の書かれた原因のようだ。

ヨシノポノ類（44テンチコ魚・64ビンガ魚）

先に書いたように、「テンチコ魚」は大きさと分布

（方言名の分布は本巣郡・揖斐郡）からしてカワヨシノ

ポリを主にしたものの名称であり、「ビンガ魚」は方言

名が美濃市より下流に分布することとテンチコ魚より体

長が大きいことからヨシノポリを主としたものの名称だ

ろう。もちろん、ヨシノポリとカワヨシノポリとは、明

確には区別されてはいない。

5．美濃国〃飛騨国の分布について

この調査書が書かれた1881（明治14）年には、ダムも

なく、アユなどの放流事業も行われてはいなかった。

その当時の飛騨の様子を知るために、『飛州誌

（1829）』・『斐太後風土記（1874）』を使って当時の分

布を表4のようにまとめた。

『飛州誌』は、『享保元文諸国産物帳』を元にして書か

れたと言われている。『享保元文諸国産物帳』も『斐太

後風土記』も、産物について書かれている。逆に言うと、

産物でないものについては、書かれていないことになる。

その日でこの資料を見なければならない。

表4　飛騨に分布すると記載されている種
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飛州誌（1829） 儂9�靜9Yy7亢ﾈ���ピH�｢�W�漠�Xﾆ���擁69�ﾉ�Xﾆ��

サケ 冓��サケ �7ﾘ5��冓��｢�4�7ﾘ587ﾘ5��冓��｢�6�4x�佗��｢�4�7ﾘ586�4x�椦ﾘ�｢�488�6��4�8b�

サクラマス �ﾂ�マス（鱒） 

ヤマメ �4�8�7ﾘ5��ハエ（鯨） イワナ ヤツメ 

サツキマス �4�7ﾘ52�

アマコ �5h7ﾒ�

イワナ スナヤツメ �486�6���5ﾈ4X5�5����8H7ﾘ5�5���雹ｲ�

アユ 俘�ｹｲ�アユ 

ウグイ 乖��ウグイ �4X4�42�

フナ 兒��フナ 

ドジョウ �4IV��ドジョウ �4�5x8��5H5(�����｢�

アジメドジョウ �4�5x8��アジメ チチカブ 

アプラハヤ �4�7X8�8��

カジカ �6�6�4ｨ7R�

ウナギ �4X6�4ﾒ�ウナギ �4X6�4ﾒ�

アカサ ナマズ オイカワ カワムツ 二ゴイ �5X5��4�4ｨ8(6r�ザス �5X5��6�7ﾘ5��4�4ｨ8(6r�8�686�4r�4ｨ8�5(42�

カマツカ ヨシノポリ類 �588ｨ92�チチコ・ゴノ・ チリンコ �6�6�5ｨ6�5h8｢�6�6�5"�

（1）美濃国飛騨国の両国に分布記載のある種

表5のようになる。表中の分布は、明治初期当時を推

測して作ったものである。また、「南飛騨」とは太平洋

側の益田川流域、「北飛騨」とは日本海側の主に宮川・

高原川流域を指す。

（a）記載と実際の分布が一致すると思えるもの

アカザ（11黄頼魚）、シマドジョウ（29アジメ魚）、ド

ジョウ（28緋鯉・30泥鰭）、ウグイ（32鍼魚）、イワナ

（34嘉魚）、ウナギ（40鰻魚）、カジカ（43カブ魚・71

狸々ビンガ魚）、カワヨシノポリ類（44チンチコ魚）、ス

ナヤツメ（49人ツ目魚）の合計9種である。

ドジョウとスナヤツメは、『岐阜県の動物』の益田川

調査報告に出てくる。先に記したように、食べなかった

魚種は産物として扱われず、記録としても残らないこと

になる。郡上郡高鷲村でも、「くそんぼ（アプラハヤ・

タカハヤ）」・「どじょう」は全く食べられることはなか

ったという。「くそんばには毒があるように思っていた。」

と話す人もいる。美味しい魚が多く棲息していれば、ド

ジョウ・スナヤツメ等を食べる必要もなかっただろう。

ダムが造られたからといって放流される魚種でもない

ので、昔から居たものとすることにした。「28緋鰭」で

あるが、「美濃国加茂郡和知村、飛騨国大野郡大名田村」

に産するとあること、ドジョウには色かわりがよく生ま

れるようなので両国に分布する項に含めた。

オイカワの△印も同じく棲息を推定したものである。
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表5　美濃国飛騨国の両国に分布記載のある種

金古弘之・千藤克彦

記載名　　　　　種名 儖ﾉEｨﾙ��南飛騨 冉ｹO)�ｲ�

6 倆�ｹｸ������������5�8(8ﾘ5"�○ ��ｲ�○ △ 

9 俚ｸ7ｨ8ｨｹｸ��������4ｨ7ﾘ684｢�○ 

10 �4ｨ6�6�6�ｹｸ������6ﾈ5(4ﾘ4ﾒ�○ ��"�

11 12 亢ﾘﾋ�ｹｸ����������6ﾈ5(4ﾘ4ﾒ�○ ��"�

アカサ ��ｲ�○ 

鯨魚　　　　　　ナマズ ��ｲ�○ 

13 僮(ｹｸ������������6ｨ5842�○ ��ｲ�

14 刔i�ﾈｹｸ����������4�484ｨ8��○ ��ｲ�

15 �8�68ｹｸ����������4ｨ8�8�62�○ ��ｲ�

18 ��H8�68ｹｸ��������4ｨ8�8�62�○ ��ｲ�

20 佗雹ｸ������������8H8ｨ5�6�52�○ ��ｲ��"�△ 

21 �椌xｹｸ����������4�7X8�7ｸ6R�○ 

22 儉.捶ｹｸ����������485�5ｨ987�8��○ 

23 僮(ﾇ雹ｸ����������4�484ｨ8��○ 

28 儂ｩ$ﾈ������������6�5x8x4R�○ 凵� 

29 �4�5x8�ｹｸ��������5h7ﾘ6�5x8x4X���○ 凵｢ 

30 �4H苻������������6�5x8x4R�○ ○ ��"��ﾂ�○ 

31 32 冓�ｹｸ������������5H4�8�7ﾘ5��凵� ○ 

サツキマス 

賊魚　　　　　　ウグイ ��ｲ�○ 

34 �8ｹｸ������������488�6��○ ��ｲ��ｲ�○ ○ 

36 �68ﾎ�������������4X5h8(6852�○ 

40 �hｹｸ������������4X6�4ﾒ�○ 

43 �4ｨ7Xｹｸ����������4ｨ5x4｢�○ ��ｲ�○ 

44 �6�986�5(ｹｸ������4ｨ8�8�5h6ﾘ7ﾈ8ｩ}��○ ��ｲ�○ ○ 

45 佗雹ｸ������������4�7ﾘ52�○ ��ｲ�

49 價ｨ69mｨ鰭��������5�6�8H688��○ ��"�

54 免曝6�5ｨｹｸ��������4X4ﾈ8h8｢�○ 

64 �7(984ｸｹｸ��������8�5h6ﾘ7ﾈ8ｩ}��○ 

68 佩���7(984ｸｹｸ����6�6�7R�○ 

69 俚ｸ4�5x8ｨｹｸ������4ｨ7ﾘ684｢�○ ��ｲ�○ 

71 �$ｸ��78984ｸｹｸ����4ｨ5x4｢�○ ��ｲ�

註）○印は、現在も生息するもの。

●印は、当時は生息したが現在は棲息しないもの。

△印は、当時の生息が推定されるもの。

『飛州誌』に出てくる「アカモト」を、単純に今までカ

ワムツとしてきたが違ったようである。「あかもと」と

いう方言名は、オイカワとカワムツの両方にある。カワ

ムツの「あかもと」は、朝日村・久々野町・下呂町・白

川町・東白川村・加子母村・上矢作町・白鳥町・八幡町

に分布する。オイカワの「あかもと」は、朝日村・萩原

町・下呂町・金山町・大和町にと、やや狭いが益田川流

域には同じような分布をする。『斐太後風土記』では、

「あかもと」と「むつばえ」は、しっかり区別され使わ

れている。「むつばえ」は、カワムツとしか考えられな

いことから、区別され使われている「あかもと」はオイ

カワということになる。北飛騨でのカワムツの棲息がは

っきりしないこと。アユ放流前の北飛騨には、わずかな

がらもオイカワが棲息していたらしいこと等を考えたと

き、『飛州誌』の「アカモト」は南飛騨のオイカワのこ

とを言っているのではなかろうか。

（b）北飛騨には分布せず、南飛騨（益田川流域）にし

か分布しないもの

カマツカ（9秒ホリ魚・69砂クジリ魚）、ネコギギ

（10カナハチ魚・11黄頼魚）、ナマズ（12総魚）、ニゴイ

（13白魚）、カワムツ（15ムツ魚・18赤ムツ魚）、サツキ

マス（31鱒魚）、アマゴ（45鯖魚）の7種である

カマツカ・ネコギギ・ナマズ・ニゴイ・カワムツ・ア

マゴの6種は、美濃国・飛騨国ともに分布していたこと

になる。そのことは、北飛騨には分布しないが、南飛騨

には分布していたことを知っていて書かれたのだろう

か？。

『国府村史』によると、大正以降アユの放流に伴って

棲息し始めたものとして、カマツカ・カワムツ・オイカ

ワが記録されている。『河合村誌』には、移入種として

ヒガイ・ニゴイ・ハス・ナマズの名がある。ニゴイにつ

いては、1923（大正12）年に当時の漁業組合長が古川町

近辺に放流したものが増殖して今日にいたっているとあ

る。オイカワについては、以前より少数はいたようだが、

1941－1942（昭和16－17）年頃国府町の金子氏が20匹移

殖放流したとある。『岐阜県の動物』に、ナマズは宮川

にまれに見られるが、1887（明治20）年頃、当時の古川

町長が富山から購入したものを、かごのまま宮川へ落と

して逃げられたものが定着したのではと書かれている。

アマゴは日本海側には分布しないが、庄川水系の尾上

郷川の上流アマゴ谷だけには昔から棲息するといわれて

いる。太平洋側から峠越しに移入されたものと考えられ

るが、北飛騨にも分布することになる。しかし、この調

査書は宮川・高原用が主であり、庄川はよく調べられて

いない。それで、北飛騨にはアマゴは分布しないとした

のだろう。

ネコギギであるが、益田川の支流馬瀬川（金山町）に

棲息記録がある（岐阜県高等学校生物教育研究会，1974）。

ネコギギは、愛知県豊川から三重県五十鈴川までの伊勢

湾に注ぐ川に分布する種であり、アユの放流によって移

動するものではない。それで、明治の初めの頃にも生息

したかもしれないと考え、△印を付けることにした。

アユは、ダム建設により今は遡上できなくなっている。

昔は、下原郷中切村（現　下呂市金山町中切）の上釜

滝・下釜滝辺りまで遡上したようである。サツキマスは

小坂町よりも上流の無数河辺りまで遡上したようである。

『魚類取調書』には、「31鮮魚」が美濃図・飛騨国の

両国に分布するとある。アマゴの大きなもの、ヤマメの

大きなもの、ニジマスの大きなもの等は、一般には区別

せずにすべて「ます」と呼ばれている。『飛州誌』には、

「鱒」の記載とともに、「アメマス」とルビが振られてい

る。「アメマス」の「アメ」は、「アメノウオ」の「アメ」

だろうと思っている。「アメマス」は、『斐太後風土記』

に出てくる「アマゴマス」と同じものであり、益田川の

サツキマスのことではなかろうか。そして、「鱒」はサ



『美濃飛騨両国諸川棲息魚介図　附魚類取調書』に見る明治期の岐阜県内の水生生物相

クラマスのことである。ならば、『魚類取調書』は「統

魚（ヤマメ）」と「続魚（アマゴ）」を区別していること

から、「31鱒魚」はサクラマス・サツキマスの両方を含

んでいるものと考えてはどうだろう。当時サツキマスは、

小坂町よりも上流の無数河辺りまで遡上したようであ

る。今は、ダムが造られ全く姿は見られなくなってしま

った。

（C）北飛騨だけに分布するもの

サクラマス（31鱒魚）である。

ヤマメとアマゴの違いについてははっきりと認識して

いて、ヤマメは飛騨国に、アマゴは飛騨国（益田川）・

美濃国に分布すると書かれている。先に記したように、

サクラマス・サツキマスは一まとめに「鱒魚」と表記さ

れ、美濃国・飛騨国の両方に分布すると書かれている。

しかし、『斐太後風土記』を分析して書かれた秋道智稀

の論文（1979）によると、益田川の「鱒」には「アマゴマ

ス」の読みがふってあり、「鮫が三年をへて鱒に成也。」

とある。さらに、この「鯨には、「アマゴハエ」という

読みがつけられているという。つまり、サツキマスとサ

クラマスの違いを正確に認識していたと推測している。

サクラマスは、高山よりも上流の川上川まで遡上したよ

うだ。サツキマスも今では益田IIIに見られなくなってし

まった。

（d）飛騨国には分布しないもの

タモロコ（6紗魚）、ヤリタナゴ（20鯨魚）、アブラ

ボテ（黄鰊魚）、イタセンパラ（22板鰊魚）、ウシモツゴ

（36田鯉）、ウキゴリ（54lilハゼ魚）、ヨシノポリ（64ビ

ンガ魚）、チチブ（68乞食ビンガ）の8種が両国に分布

すると記載されている。

『岐阜県の動物』によると、タモロコ（赤川・黒川・

白川）・ヤリタナゴ（黒川）・ヨシノポリ（川辺）は飛騨

IIゆ下流でないと見られないようだ。他の魚種は飛騨川

でも見ることができない。記載の誤りなのだろうか。そ

れとも、同定誤りなのだろうか。

（2）美濃国だけに分布記載のあるもの

美濃国だけに分布記載のあるものを、表6に示した。

（a）記載と実際の分布が一致しているもの。

カワバタモロコ（2ランチュウ紗）、カワヒガイ（3

櫻紗魚・5将言紗魚）、スズキ（4鰹魚）、スゴモロコ属

（7柳紗魚・17変掲魚）、メダカ（16キンコ魚）、クルメ

サヨリ（19lii臓）、ボラ（38川紆）、マハゼ（47ハゼ魚）、
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ハリヨ（51針魚）、アユカケ（52ビンガハゼ魚）、ウキゴ

リ（54川ハゼ魚）の11種である。淡水魚を生活環で分け

ると、一生を淡水域のみで生活する純淡水魚・海とlIiの

問を行き来する回遊魚・本来は海産魚であるが、生活環

の一部で汽水域または淡水域に入る周縁魚になる。記載

種の中、アユカケ・ウキゴリが回遊魚、ボラ・スズキ・

クルメサヨリ・マハゼが周縁魚である。これらの6魚種

は海と関わりの深い種であり、川の中下流域に生息する

種ということになる。海からは遠く、標高の高い飛騨に

棲息していなくても当然かもしれない。

カワバタモロコは、「湖沼の沿岸部やため池に多く、

溝lIIや用水路にも入る。」とJIr郡部水野（1989）にある。

スゴモロコ属・メダカも平地に生息する魚種である。ハ

リヨも平野部の湧水のある場所を好む。

カワヒガイはアユの放流とともに飛騨に入ったよう

で、現在は生息している。しかし、明治の初め頃には分

布してはいなかっただろうと思われる。

表6　美濃国だけに分布記載のあるもの

記載名　　　　　　種名 儖ﾉEｨﾙ��南飛騨 冉ｹO)�ｲ�

2 �8�986�4x4X��������4ｨ8�6�4�8(8ﾘ5"�○ ��ｲ�○ 

3 咆霽���������������4ｨ8�7�4ｸ42�○ 

4 �$ﾈｹｸ��������������5�5�4ﾂ�○ 

5 傅ｸﾋ竟�ｹｸ����������4ｨ8�7�4ｸ42�○ 

7 冩h��ｹｸ������������5�588(8ﾘ5)���○ 

8 兌8ﾇ雹ｸ������������4�7h8�6�8H�X5�4ｨ6�8B�○ 

16 �4ﾈ985(ｹｸ����������8�5�4｢�（⊃ 

17 兔��飴ｸ������������5�588(8ﾘ5)���○ 

19 ��ﾈ苻��������������4�8ｸ8�5H8�8｢�○ 

25 �y$ﾈ����������������7ｨ6x5�6�5x8x4X�｢�○ 

26 兔�/i}�������������5h7ﾘ6�5x8x4R�○ ��ｨ�B�○ 

37 38 兒仍ｸ��������������7H6��○ ○ 

liI好　　　　　　　ポラ 凵� ● ○ ��ｲ��ﾂ��ｲ�

39 �6ｸ8�8ｨｹｸ����������4�7h8�6�8H�X5�4ｨ6�8B�○ 

41 儂ｩZ���������������7H6��○ 

46 �ﾈ������������������4�8b�○ 

47 �6�5ｸｹｸ������������7ﾘ6�5ｲ�○ 

51 ��ｨｹｸ��������������6�8ｨ8��○ 

52 �7(984ｸ6�5ｸｹｸ������4�8h4ｨ5��○ 

66 仞�ｫ�4�5x8�ｹｸ������4�5x8�6�5x8x4R�○ 

（b）記載とは違って、飛騨国にも分布していたもの。

アプラハヤ（8黄鯨魚・39ヌメリ魚）、シマドジョウ

（26変種鰭）、フナ（37鮒魚）、アユ（46鮎）、アジメドジ

ョウ（66金柑アジメ魚）の5種である。

アユは、ダムにより遡上できず、今は放流によって維

持されている。しかし、ダムの出来る前の宮川では、高

山市辺りまで遡上していたようである。『斐太後風土記』

に、「宮川へ年魚（アユ）の登ることは、年によりて多

少有、・・・。豊年には最数多登て、俗に豊年魚と云ふ。

高山町の橋々より上までも登ることあれど、其は稀なる

ことにて、・・・。」とある。益田川も「・・・年魚二

釜滝まで上流には稀也。」とある。庄川も鳩ヶ谷辺りま

では登ったと言う。
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アプラハヤ・タカハヤは、元から居たようだが、個体

数は少なく、地元の人たちは「食べるとシラミがわく」

と言って食用とはしなかったという。産物ではなかった

ようで、記録には残らなかったようだ。

アジメドジョウは美味しかったようで、『斐太後風土

記』に総生産高1119．9k gの記録（秋道，1979）が残って

いる。宮川・高原用・益田lIiでの生産記録である。美味

しいアジメドジョウがこれだけ獲れれば、シマドジョウ

は記録に残らないだろう。フナも『斐太後風土記』の宮

川に記載がある。

（3）飛騨国だけに分布記載のあるもの

ヤマメ（33統魚）、サケ（42鮭魚）の2種である。サ

ケは、ダムが造られたことにより遡上できず今は見られ

なくなっている。ヤマメは今も生息している。しかし、

アマゴの放流による交雑が進みつつあることが心配され

る。

6．棲息環境〃その他について

解説は『本草綱目啓蒙』を下敷にして書かれているの

だが、棲息環境については「川流二棲ム」・「川二棲

ム」・「川筋二棲ム」と微妙に書き分けている。これら

を整理したものが次の表7である。

この表を見てみると、「lii流二棲ム」に属する魚種は

オイカワ・カワムツ・ヤマメ・アマゴ・カジカ・ヨシノ

ポリ等の川でも流れの速いところに棲むものたちであ

る。流れの速いところに棲むことを、「川流二棲ム」と

言い表したもののようだ。すると、「10カナハチ魚」の

ネコギギと「36田鯉」のウシモツゴは、速い流れの中に

棲んでいることになる。「田鯉」は、「川流及池沼溝中二

産ス」とある。「川流」と同時に「池沼溝中二産ス」の

記載あるものは、「田鯉」だけである。「田鯉」は、ウシ

モツゴではないのだろうか。美濃飛騨両国に棲むと書か

れていることからも一層心配になる。「カナハチ魚」の

ネコギギも、深い淵には居るが流れの強い本流では見た

ことがないので不思議に思える。

「川二棲ム」と表現される魚種の多くは、「池・沼・溝」

等にも棲むようだ。同じ川でも、「川流」に比べると比

較的流れの緩い河川環境のようだ。

「川筋二棲ム」と表現されているものは、具体的に棲

息場所の分かっているものに使われている。木曽川・長

良川・揖斐川等の河川名或は具体的な生息場所が書かれ

ている。「61川蝦」と「63手長蝦」は、形態的な解説が

似ているだけではなく、生息場所（養老郡下池及揖斐川

筋）も同じである。テナガエビの雌雄と考えて良いだろ

つ。

7，分布の広さについて

記載をよく読んでいると、分布の広いもの・狭いもの

が分かってくる。それを表8にまとめた。

分布の一番広いものは、「濃飛両国各（諸）川二棲息

ス」と表現されるものである。そこに書かれているウグ

イ・オイカワ・カワムツ・ニゴイ・ナマズ・ドジョウ・

カマツカ・カジカ・ヨシノポリ類・アマゴ・イワナ等の

魚種は、ナマズ以外は郡上で普通に見られる魚種である。

それらの他に、飛騨に棲息していないと思われる「20線

魚（ヤリタナゴ）・21黄鰊魚（アブラボテ）・22板鱗魚

（イタセンパラ）」が含まれている。当時の美濃平野には

タナゴ類が、豊富に生息していたのだろう。さらに、

「6紗魚（タモロコ）・36田鯉（ウシモツゴ）」も含まれ

ている。素直に読まねばならぬと思いながらも、美濃平

野に普通に多く見られたため、飛騨地方にも棲息するも

のとしだのでは・・・？と考えたくなってくる。

次に分布の広いのは、「美濃国各川二棲息ス」と表記

されるものである。「8糞鯨魚（アプラハヤ）・37鮒魚

（フナ）・46鮎（アユ）」の3種類である。「8糞鮫魚」は、

方言名「くそばえ」の分布から判断されたのであろう。

「くそばえ」は、郡上郡白鳥町・八幡町・和良村、加茂

郡白川町・東白川村・八百津町、美濃加茂市、恵那郡加

子母村と益田郡下呂町・金山町に分布している。『享保

元文諸国産物帳（1738頃）』・『斐太後風土記（1876）』

には、「あぶらめ」の名前しか出てこない。方言名の

「くそばえ」が益田郡下呂町・金山町に入ったのは、交

通機関の発達した最近のことではないだろうか。「8

糞鯨魚」の具体的な分布として、「美濃国長良揖斐川諸

川流二棲息」と書かれている。「37鮒魚」が飛騨に分布し

ていないと考えられたことは理解できるが、「46鮎」はど

うしてなのだろう。古くから名産品として名高かった岐

阜の鮎に比べて、飛騨の鮎は未発達を流通により商品価

値は低く、影の薄い存在だったからだろうか。

具体的な分布地の書かれているものがある。「1緋

鯉・48鮮魚（コイ）」は、恵那郡で育養されていると書

かれている。『岐阜県史』には、1870（明治3）年恵那

郡で水田を利用した養鯉の実施されたことが書かれてい

る。明治になって色々の新しい産業が興されることにな

った。その一つが、恵那郡の養蚕・蚕糸業であり、カイ

コの蝿による養鯉であったようだ。殖産興業政策に乗っ

て実施されたものである。輸送の難しい飛騨の鮎と同様、

安定供給できない野生鯉は、商品としては無視されたの

だろうか。『岐阜県史』の美濃・飛騨主要物産一覧表の
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表7　生息環境について
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記　載　名 剞�ｬ ��ﾂ�川筋 �'(�x���田“溝 �+ｸ��,ﾈ���ﾂ�

1． 2． 3． 4． 儂ｨﾎ��8�986�4x4X����ﾇ��ｨ�ｲ�〇 〇 〇 〇 ��揖斐Iii 長良・揖斐川 長良川 ��ｲ� �ywｸ�Xﾆ)=�2��ﾉEｩ&饑ｲ�gｹ�8ﾅ8�X憙ｨ��

5， 6． 7． 8． 9． 10 傅ｸﾋ竟�ｹｲ���ｹｲ�oh��ｹｲ�[8ﾇ雹ｲ�ﾛｸ7ｨ8ｨｹｲ�4ｨ6�6�6��b�剽K斐川 長良“揖斐Iii 劔�Ynﾈﾅ2�ﾛｹvi?��hﾗ85�8ｲ�

11． 12． 13， 14． 15． 16． 17． 18． 19， 20 亢ﾘﾋ�ｹｲ�ﾇ雹ｲ�I(ｹｲ���ﾈｹｲ�8�68ｹｲ�4ﾘ985(ｹｲ�¥��飴ｲ��H8�68ｹｲ�w����ﾇ��b�〇 〇 〇 ��｢��｢��｢��｢��｢�揖斐川 長良・揖斐川 揖斐“木曽Iii ��ｲ�+�8��6ﾘ8ﾒ��ｲ�溝 亶)��6ﾘｭI?���8����Jｨﾅ2�iizﾂ�

21． 22． 23， 24， 25， 26． 27． 28． 29， 30 �佗雹ｲ�L(ﾇ雹ｲ�I(ﾇ雹ｲ��Xﾘﾂ�支苒�¥�/i$ﾂ��V��Nｩ$ﾂ�4�5x8�ｹｲ�4I$ﾂ�○ ○ ��｢��｢��｢��｢�木曽・長良Iii 長良“揖斐Iii ��｢��｢��｢�○ ○ 刎�&ﾙ�ｨ�y�Ykﾉ69�｢�4I(b�

31． 32． 33． ��雹ｲ���ｲ�h雹ｲ�○ ○ （こ玉水） ����Y�ﾈ�｢��ｲ�揖斐Iii ��｢��｢��｢�海 溝 �ｩzﾈ8�8ｩ��鵁�9zﾈ5��W��譁傚H�譁��

34， 35． 36． 37， 38． �8ｹｲ��ｸｵB�68ﾎ��Z仍ｲ�ﾉH韈����ｲ��ｲ�劍�(ﾆｸ6ﾙ�ｹZ2�ｽ�8���H.��ｸ.悦�8ｸ6ﾙ��4�8｢�

39． 40 �6ｸ8�8ｨｹｲ�$ﾈｹｲ�剪ｷ良・揖斐川 ��ｲ�溝 

41， 42． 43． 44． 儂ｩZ��ﾟ飴ｲ�4ｨ7Xｹｲ�6�986�5(ｹｲ�○ ○ ��ｲ�富IIi 木曽“長良川 ��ｲ��ｲ�溝 佛8�8ﾅ9^�ｯ)8y�｢�ｶx�佛8�y�ｸ8ｨ6Yx�8ﾈ8ｸ8(6ﾒ��隴I?��h7��

45． 46． 47． 48． 49， 50 倅仍ｲ�仰�6�5ｸｹｲ�ﾎ�ｲ�Jｨ69mｨ秒�ﾍ9h8秒�○ ○ （流水） 劔伜(ｭHﾆｹ$｢�岔zﾂ�wｸ支�Xﾆ)=�2�

51． 52， 53． 54． 55． 56， 57． 58． ��ｨｹｲ�7(984ｸ6�5ｸｹｲ���秒�ﾆ迄6�5ｸｹｲ�6�5X5(ｹｲ��隍��ﾖh､9��H畏ﾂ�○ ��ｲ��ｲ�長良”揖斐Iii 揖斐jii ��ｲ�水田 ��Eｹx���6ﾘ､���Y�ｵhﾅ8�Xﾅ8�8ﾅ8ﾆｹzﾂ��)$ｩ�隴Hﾆｸ���ﾆｸ��'(��ｷ�=)HIzﾉ�R�

59， 60． �69ﾔr��ﾈ､��劍�ｲ��4I(b�憖$)�ｷ(����,H6ﾙn"�

61． ��ﾈ���○ ��ｲ��ｲ�揖斐川 揖斐Iii �'"�溝 冽ｹ�YH岔'"�

62． 63． 僥饉8､ﾂ�詹+x���劍+�8���臟ﾂ��4I(b�wｹ�YH岔'"�

64， �7(984ｸｹｲ�劍�ｲ���駭)?��i�x5��

65． 66， 67． 68． 69． 70． 亊��ｾ�ｫ�4�5x8�ｹｲ�4�985(ｹｲ�ﾎ���7(984ｸｹｲ�ﾛｸ4�5x8ｨｹｲ�6�985(62�○ ○ 劔��ﾘ�9YH岔'"�ﾅ8�8ﾅ9$ｩ�ﾂ�Y�ｵhﾅ8ﾞ(6ﾙ8ﾉ�ｨ遼;B��駭)?��h8��

71． �$ｸ��7�984ｸｹｲ�○ ��長良川 ��ｲ�溝 ��隴I?��h7��

72． 73． 74． 亢ｲ��)+�7(984ｲ�8�､ﾂ�○ 劔�4I(h�xﾛｹ(b�Y�ｵhﾅ2�
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表8　分布状況
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記　載　名 剩�Z飛騨各Iii 儖ﾉEｨ��ﾂ�長良川 冲ｹN9�ﾂ�木曽Iii �+ｸ,ﾉ�ﾂ�

1， 2， 3． 4， 5， 6， 7， 8． 9． 10． 儂ｨﾎ��8�986�8X4X���&郁b�ｨ�ｲ��ﾘﾋ竟�ｹｲ���ｹｲ�oh��ｹｲ�[8ﾇ雹ｲ�ﾛｸ7ｨ8ｨｹｲ�4ｨ6�6�6�ｹｲ�〇 〇 〇 ��ｲ�〇 〇 〇 〇 ��｢��｢��｢��｢��｢� 佝)=�8��ywｸ�｢��ﾉE｢�gｹ�8ﾅ2��Ynﾈﾅ2�

11． 12． 13． 14． 15， 16． 17， 18． 19． 20， 亢ﾘﾋ�ｹｲ�}飴ｲ�I(ｹｲ���ﾈｹｲ�8�68ｹｲ�4ﾘ985(ｹｲ�¥�ﾈ���H8�68ｹｲ�w�ﾇ���(ｹｲ�〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ��○ ��｢��｢��｢�○ ��Jｨﾅ2��冓izﾈ�｢�

21． 22． 23． 25， 26， 27， 28， 29． 30． �椌xｹｲ�L(ﾎ�ｲ�I(ﾇ雹ｲ�支苒�¥�/iV���$ﾂ�Nｨﾎ��4�5x8�ｹｲ�4H苒�〇 〇 〇 〇 〇 ��○ ○ ��ｲ�○ 亢ﾈﾝｨ,�+R���l霰8�y�Ynﾈﾅ2�

31， 32． 33． 34， 36． 37． 38， 39， 40． 冓�ｹｲ���ｲ�h雹ｲ��8ｹｲ�68ﾎ��Z仍ｲ�w�ﾔB�6ｸ8�畑ｹｲ�鰭ｹｲ�〇 〇 〇 〇 〇 ��ｲ�○ ��ｲ��ｲ�○ �i69�ﾈ���T又��O)�ｸﾙ�W�迄�X�末���(ﾆｲ�

41． 42． 43， 44， 45， 46． 47． 48， 49． 50． 儂ｩZ��ﾟ飴ｲ�4ｨ7Xｹｲ�6�986�5(ｹｲ�苻ｹｲ�仰�6�5ｸｹｲ�ﾎ�ｲ�Jｨ69mｨ秒�ﾍ9h8秒�〇 〇 〇 〇 ��ｲ�○ ○ ��ｲ�○ ○ 佛8�8ﾅ9^�ｯ)8r�W��ﾈ�亳x�佛8�｢�岔zﾂ�ﾆ)=�8��ywｸ�｢�ｼﾘ昮�
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表9　美濃“飛騨主要物産の魚類

産物名 伜�&��漁獲（生産）高 仞�ｧ｢�

明治9年 僵9h��厚見 都Xｭ��111．5円 鮎粕漬 佰ｨﾊ��3，000 鉄度�CX冷�

艦腹 佰ｨﾊ��400壷 ���ﾉII-�,亊ﾈ-��｢�

明治10年 僵9�"�厚見 都Xｭ����3S��Ob�111．5円 鯉 ��J｢����3���冷�

鱒 ��8ﾂ��3��冷�

明治11年 �ﾂ�郡上・厚見・ 方県・羽東・ 鼎X�3s���3S��Ob�3．816．72円 

中に、魚類について次のような資料があった（表9）。

明治初期の主要な産物の中に、今日も岐阜のお土産であ

る「筏鮨（オイカワの佃煮・・・最初はヒガイが使われ

たという。明治のこの頃はヒガイだっただろうか。）」・

「鮎の粕漬」・「鰊腸（うるか）」が上げられている。鯉

も主要産物に上げられている。産地が安八とあることか

ら、野生の鯉ではなかろうか。産物としては、野生鯉か

ら安定供給の望める養殖鯉に変わったのだろうか。

「2ランチュウ紗（カワバタモロコ）」は、「揖斐川筋

及西濃地方ノ池沼等二棲息」とある。先にも書いたよう

に、カワバタモロコの方言名の分布は主に養老地方にあ

る。「うよめうわず（養老町）」・「うよめくわず（養老

町）」・「きんかんもろこ（養老町）」・「ぎんはら（養老

町）」・「ひか（養老町）」である。「きんばえ（関市）」だ

けが、養老町以外である。養老町のこれらの方言名に由

来するのが、この分布であろう。余分のことだが、「う

よめ」とは水鳥のカイツブリのことである。養老町には

沢山の方言名がある。これらの方言名を統括する目的で、

「ランチュウ紗」の名が新しく与えられたのではなかろ

うか。「ランチユウ紗」の名は、いろんな文献に当たっ

てみたが。見つけることはできなかった。

「5将言紗魚（カワヒガイ）」は方言名由来のもので

あり、「しょうえもろこ（揖斐川町）」・「しょうげんもろ

こ（揖斐川町）」がそれである。その方言名分布は揖斐

川町と狭く、記載の分布も「大野郡揖斐川筋」となって

いる。「3棲鰊・・・美濃国長良III及揖斐川筋二生息ス

ル」と同じ魚種であるとは、考えなかったようである。

「7柳紗魚」について、方言名「やなぎもろこ」がデ

メモロコの方言名として高富町から採集されている。ま

たコウライモロコの方言名として「やなぎばえ」が八幡

町から採集されている。（金古，1990a）。しかし先に記し

たように、この仲間はよく似ていて混同されることが多

いのでスゴモロコ属としておく。

「16ギンコ魚」は、メダカであろう。鱗の稚魚である

ならば分布はもっと広いはずである。しかし、メダカ

は鰍の稚魚と混同されることが多く、先に書いたように
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この「ギンコ魚」は、メダカだけの名前ではないかもし

れない。メダカは、流の緩い池・沼や水田の問の用水路

などに多く見られるという。当時の安八郡ならばそのよ

うな場所は幾らもあっただろう。

「17変据魚」をスゴモロコ属だとするならば、スゴモ

ロコ属の方言名「むぎつき」の分布との関連が考えられ

る。方言名「むぎつき」は、先に書いたように主に長良

川・木曽川筋に分布しているが、揖斐川沿いには見られ

ない。

「19川繊」は、liiに遡上してくることからクルメサヨ

リで良いだろう。『長良川の生物』によれば、稀には墨

俣町までさかのぼってくるようである。「揖斐川及木曽

川ノ末流二棲息」とあるが正しい記録だろう。

「25育鱈」は、読み方も分からない。文献・方言名等

を色々当ったのだが分からない。先に書いたように、

「鰭魚二異ナルコトナシ」・「頭ハギギウ魚二似テ平扁ナ

リ」・「鱗ナク」・「脂肪多ク」・「三四寸二過キズ」・

「稀レニ捕ふる」等より、ホトケドジョウではなかろう

かと思っている。ホトケドジョウの方言名は、あるには

あるが少ない。「2ランチュウ紗」と同じく、ドジョウ

の太ったものという意味で「育鱈」を当てたのではなか

ろうかと想像している・・・？。木曽・長良川筋で稀に

捕れるという。関市・各務ヶ原市の山裾に分布する湧水

のある小川ならばホトケドジョ．ウは今も生息している。

「26変種鱈」は、『本草綱目啓蒙』に「シマドヂヤウ」

の一名の一つとして、「ムギワラドヂヤウ　濃州」の名

で出てくる。方言名「むぎわらどじょう」の分布も広い

が、ここは素直に読んで「むぎからどじょう（美濃加茂

市、益田郡萩原町・下呂町・金山町、郡上郡和良村・美

並村、加茂郡白川町、恵那郡加子母村、武儀郡洞戸村、

岐阜市、本巣郡根尾村・糸貫町・巣南町、揖斐郡谷汲

村・大野町・揖斐川町、大垣市）」とした。「27縞鰭」が、

『本草綱目啓蒙』の「ムギワラドヂヤウ」と同じものか

分からなかったのではなかろうか。しかし、「しまどじ

ょう（揖斐郡池田町）」の方言名があることで書かれた

のであろう。

「38川好」は、『長良）iゆ生物』によると「遡上範囲

としては、海津地方までが多く、下流上部墨俣町に至る

とはるかに減少するが、なお少数のものは、さらに中流

鏡島・長良・保戸島・中瀬などにまでもさかのぼること

があり、河口からの距離は60－70kmとなる。」とある。

木曽三川全てに遡上しただろうが、揖斐川筋だけしかか

かれていない。全体の記録を見ても、揖斐川が一番詳し

く、次いで長良川・木曽川の順になる。調査の偏りによ

るのか、著者の生活場所が揖斐IIiに近かったことによる
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ものかは分からない。だが、西濃地方に詳しいというこ

とは言える。

「39ヌメリ魚」の分布は、先に書いたようにアプラハ

ヤの方言名「ぬめ（山県郡高富町、本巣郡真正町・北方

町・巣南町、揖斐郡揖斐川町・池田町・大野町、安八郡

神戸町、不破郡関ヶ原町）と「ぬめり（美濃市美濃町、

関市保戸島、本巣郡真正町）」に起因しているようだ。

「47ハゼ魚」のマハゼは、『長良川の生物』によると、

「スズキ・ボラにつぎ遠くさかのぼる」とある。そして、

「下流上部墨俣町では、大網を引くごとに、諸種の魚に

混じって少数ではあるがマハゼが入って来る」とある。

分布もほぼ合っているのではなかろうか。マハゼの方言

名は、「うみはぜ（海津町）」・「しもふりはぜ（海津町）」

が採集されている。下流と言ってよいだろう。

「51針魚」については、想定される分布と同じである。

当時、加納城の外堀にも生息していたことがわかる。

「52ビンガハゼ魚」の解説からアユカケとしたが、ア

ユカケが揖斐川に多いという資料はない。しかし、『揖斐

川町史』に棲息記載がある。また、2007年の調査で揖斐

川の大垣市和合新町地点でアユカケが多数棲息している

ことを確認している。

「66金柑アジメ魚（アジメドジョウ）」は、「美濃国郡

上郡谷川筋」と更に分布は狭くなる。金柑アジメ魚の名

前は、婚姻色に基づくものである。この分布は、魚漁法

（アジメ穴漁法）と深い関係があるのではなかろうか。

アジメ穴漁法ならば、婚姻色のあるアジメドジョウばか

りが獲れる。

その他、飛騨国だけに分布記載のあるものに「33鮪魚

（ヤマメ）」・「42鮭魚（サケ）」がある。

8，おわりに

『魚類取調書』が作られた時代背景を書いておこう。

1875（明治8）年

旧来の漁業に関する権利や慣行を廃止し、申請によっ

て、借区料の徴収を主とした新漁業制度を実施。

1876（明治9年）

7月18日　太政官達74号で海面使用は旧慣により適宜

府県税を課すとした。

10月3日　湖川は海面に準ずる旨各府県に通達。（内

務省達乙第116号）

1877（明治10）年

内務省間勧農局動植課に水産係設置。

1879（明治12）年

河川漁業の振興を目的として、美濃・飛騨の五大河llI

の環境調査。

1880（明治13）年

勧農局水産課設置。

1881（明治14）年

内務省達乙第2号漁業保護水産蕃殖を謀る件通達。

農務局水産課設置。

美濃・飛騨両国諸川の棲息魚類の調査を実施、70種の

魚類の生息を確認。（『木曽三川流域誌』・建設省中部

地方建設局より）・・・このときの報告書が『魚類取

調書』ではなかろうか（？）。

1885（明治18）年

水産局設置。

官民ともに魚類の移殖購化事業が盛んになる。

（注）主な資料は、『大日本水産会百年史』による。

新しい時代を迎え、殖産興業の息吹は、この資料だけ

からでも読み取ることができる。国としては海が中心で

あっただろうが、海のない岐阜県としては川魚に目を向

けざるを得なかっただろう。このような新政府の殖産興

業政策の中で行われたのが、「美濃・飛騨両国諸川の棲

息魚類の調査」だったのだろう。『木曽三川流域誌』に

は「70種の魚類の生息を確認」とあるが、『魚類取調書』

には魚類59項目・爬虫類3項目・両生類2項目・甲殻類

5項目・貝類5項目の総計74項目が書かれている。70種

の魚類ではないが、調査年度も合うことから「美濃・飛

騨両国諸liゆ棲息魚類の調査」の報告書とは、『魚類取

調書』のことではなかろうか。

この本を読み始めた時には、もう少し読み深めること

が出来るものと思っていたのだが、大変に難しかった。

方言名を駆使すればと簡単に考えていたのだが、面白い

ものであると同時に難しいものであることをも知ること

となった。明確な表現ではないが、分布・棲息環境につ

いても書かれている。明治の始めのものとしては、優れ

た調査書といえるだろう。
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記載名 侘H�kﾂ�和名“他 亢ﾈﾝｩMHﾘb�

（アイギヤウ） �*�*(*ｸ.X*B�アユ（二年もの） 鼎b�

（青貝） �*�*�*ｨ*"�カワシンジュガイ 田"�

（赤ギギウ） �*�*�*ﾈ*ﾈ.H*B�アカサ ����

（赤センパラ） �*�*�+�/�,�.r�ヤリタナゴ �#��

（赤ネギ） �*�*�,ｸ*ﾂ�アカサ ����

赤ムツ魚 �*�*�-�,"�カワムツ（繁殖期の♂） ����

（赤目） �*�*�-��カワヒガイ �2�

アジメ魚 �*�+h-��シマドジョウ“アジメドジョウ �#��

（油魚） �*�-H.r�アプラハヤ（タカハヤを含む） �3��

（油センパラ） �*�-H.x+�/�,�.r�アブラボテ �#��

鯖魚 �*�-ﾈ+"�アマコ 鼎R�

鮎 �*�.B�アユ 鼎b�

アンコ魚 �*�/�+��サンシヨウウオ類（幼生） 田r�

育鱈 ����（ホトケドジョウ　？） �#R�

石蟹 �*(+X*�,��サワカニ 鉄b�

（イシカメ） �*(+X*�-��インカメ �#B�

（石ツボ） �*(+X,(-｢�カワニナ 鉄��

板鰊魚 �*(+ﾘ+�/�,�.r�イタセンパラ �#"�

（イハナ） �*(.ﾘ,��イワナ �3B�

嘉魚 �*(.ﾘ,��イワナ �3B�

賊魚 �*H*ﾘ*"�ウグイ �3"�

（牛紗） �*H+X.�.ｸ+��ウシモツゴ �(�C3b�

鰻魚 �*H,�*ﾂ�ウナギ 鼎��

（鰻） �*H,�*ﾂ�ウナギ �3��

（鰻鰻魚） �*H,�*ﾂ�ウナギ �3B�

（老Iii） �*�*(*�.ﾒ�オイカワ ��H�C#2�

老lii魚 �*�*(*�.ﾒ�オイカワ（繁殖期の♂） ��B�

（落鮎） �*�+�*�.B�アユ（産卵期のもの） 鼎b�

落鰻 �*�+�*H,�*ﾂ�ウナギ（産卵期のもの） 鉄2�

刀貝 �*�+ﾘ,�*ｨ*"�トンガリササノハガイ 都B�

（カナクジ） �*�,�*ﾘ+b�カマツカ 田��

カナハチ魚 �*�,�,ﾘ+��ネコギギ ����

カブ魚 �*�-B�カジカ 鼎2�

（ガマハへ） �*ｨ-ﾈ,ﾘ*b�アプラハヤ（タカハヤを含む） �3��

ii鰯 �*�.ﾘ*h-��テナガエビ（♀） 田��

iI蟹 �*�.ﾘ*ｨ,��モクズカニ 田��

（lii鯉） �*�.ﾘ+(*"�二ゴイ �3"�

ii鰯 �*�.ﾘ+8.h.��クルメサヨリ ����

（liiハゼ） �*�.ﾘ,ﾘ+｢�ウキゴノ 鼎x�3cB�

iiハゼ魚 �*�.ﾘ,ﾘ+｢�ウキゴリ 鉄B�

（lIi蜂） �*�.ﾘ,ﾘ+��ネコギギ“アカサ ����

lii貯 �*�.ﾘ-ｨ.r�ボラ �3��

黄鰊魚 �*ｸ*(+�/�,�.r�アブラボテ �#��

黄顆魚 �*ｸ+H.H*B�ギギ科（総称） ����

（ギギウ魚） �*ｸ+H.H*B�ネコギギ �#R�

金柑アジメ魚 �*ｸ/�*�/�*�+h-��アジメドジョウ（産卵期のもの） 田b�

ギンコ魚 �*ｸ/�+��メダカ・ハエの稚魚 ��b�

糞鯨魚 �*ﾘ+ｸ,ﾘ*b�アプラハヤ（タカハヤを含む） 唐�

（黒ギギウ） �*ﾘ.ｸ*ｸ+H.H*B�ネコギギ ����

（黒鯉） �*ﾘ.ｸ+(*"�コイ ��2�

（黒ネギ） �*ﾘ.ｸ,ｸ*ﾂ�ネコギギ ����

鯉魚 �+�*"�コイ 鼎��

乞食ビンガ �+�+h*ｸ-�/�*｢�ヌマチチブ 田��

胡麻鰻 �+(-ﾈ*H,�*ﾂ�ウナギ 鉄��

櫻鯨 �+8*ﾘ.x,�*b�カワヒガイ �2�

鮭魚 �+8*��サケ 鼎"�

（サンシャウウヲ） �+8/�+X.h*H*H*��サンシヨウワオ類 田r�

（サンセウウヲ） �+8/�+X.h*H*H*��サンシヨウワオ類 田r�

（ザス） �+H+r�ネコギギ“アカサ ����

（サビアユ） �+8-�*�.B�アユ（産卵期のもの） 鼎b�

（注）（）内のものは、別名および解説文中に出てきたものである。
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記載名 侘H�kﾂ�和名“他 亢ﾈﾝｩMHﾘb�

蝦 �+X+X-ﾒ�マンジミ 都"�

（ジネンジョ鰻） �+h,ｸ/�+h.h*H,�*ﾂ�ウナギ 鉄��

縞鯖 �+X-ﾈ,x+h.X*B�シマドジョウ �#r�

将言紗魚 �+X.h*H*�/�.�.ｸ+��カワヒガイ 迭�

狸々ヒンガ魚 �+X.h*H+X.h*H-(/�*｢�カジカ 都��

（白鯨） �+X.x,ﾘ*b�オイカワ ��H�C�R�

白鯨魚 �+X.x,ﾘ*b�オイカワ �#2�

艦魚 �+x+�*ｲ�スズキ 釘�

轄 �+x,�-ｸ/��スッポン 田R�

砂クリノ魚 �+x,�*ﾘ+h.��カマツカ 田��

砂ホリ魚 �+x,�,ﾘ8｢�カマツカ 湯�

（セカブ） �+�*�-B�カジカ 鼎2�

銭亀 �+ｨ,�*ｨ-��イシガメ（子亀） �3R�

鰊魚 �+�/�,�.r�ヤリタナゴ �#��

田鯉 �+ﾘ+(*"�ウシモツゴ �3b�

田扁 �+ﾘ,�+R�マルタニシ 鉄��

チンチコ魚 �+�/�+�+��ヨシノポリ類 鼎B�

（ヅカニ） �+x*ｨ,��モクズガ二 田��

（ツボ） �,(-｢�マルタニシ 鉄��

手長蝦 �,H,�*�*h-��テナガエビ（♂） 田2�

（鱈魚） �,x+h.X*B�ドジョウ �#X�3SX�3cR�

泥鱈 �,x+h.X*B�ドジョウ �3��

ドンコツ �,x/�+�,"�ドンコ 都��

（鯨） �,�-ﾈ+��ナマズ 田x�3c��

鯨魚 �,�-ﾈ+��ナマズ ��"�

胸高 �,�,��カワニナ 鉄��

糠海老 �,ｨ*�*h-��ヌマエビ 鉄r�

ヌメリ魚 �,ｨ-�.��アプラハヤ（タカハヤを含む） �3��

（鯨） �,ﾘ*b�ウグイ”他、若魚の総称 嶋�C�r�

（鯨魚） �,ﾘ*b�ウグイ“他、若魚の総称 ��h�3#8�3SR�

（鮨） �,ﾘ*b�ヤマメ �32�

鮮魚 �,ﾘ*b�ヤマメ �32�

（ハサコ） �,ﾘ*ﾈ+��オオサンショウウオ 田r�

ハザコ魚 �,ﾘ*ﾈ+��オオサンショウウオ 鉄R�

ハゼ魚 �,ﾘ+｢�マハゼ 鼎r�

馬糞貝 �-ﾈ*ﾘ+ｸ*ｨ*"�ドブガイ 田"�

針魚 �,ﾘ.�*H*��ハリヨ 鉄��

緋鯉 �-�+(*"�コイ ���

緋鰭 �-�,x+h.X*B�ドジョウ �#��

緋鮒 �-�-8,��フナ 鼎��

ビンカ魚） �-(/�*｢�ヨシノポリ・カジカ等の底生魚 鼎H�CSB�

ビンガ魚 �-(/�*｢�ヨシノポリ・カジカ等の底生魚 田B�

ビンガハゼ魚 �-(/�*ｨ,ﾘ+｢�アユカケ 鉄"�

鮒魚 ��ﾆ綿,��フナ �3r�

（鱗） �-ｨ.r�ボラ �3��

鱒魚 �-ﾈ+r�サツキマス・サクラマス �3��

白魚 �-ﾘ+(*"�二ゴイ ���C�2�

水垂 �-ﾘ+x*ｨ-��インガメ �#B�

変種鯖 �-�*ﾈ*�.x,x+h.X*B�シマドジョウ �#b�

変据魚 �-�*ｸ,(*ｲ�スゴモロコ属 ��r�

（変ツ干魚） �-�*ﾈ,(*ｲ�スゴモロコ属 湯�

ムツ魚 �-�,"�カワムツ ��R�

（紗） �.�.ｸ+��タモロコ（モロコ類） �3b�

紗魚 �.�.ｸ+��タモロコ（モロコ類） 澱�

八ツ目鰻 �.(,(-�*H,�*ﾂ�スナヤツメ 鼎��

（柳鯨） �.(,�*ﾈ,ﾘ*b�カワヒガイ �2�

柳紗魚 �.(,�*ﾈ.�.ｸ+��スゴモロコ属 途�

山鳥ビンガ �.(-ﾈ,h.�-(/�*｢�カジカ 都2�

ランチユウ紗 �.x/�+�.H*H.�.ｸ+��カワバクモロコ �"�

（ロレコ） �.ｸ.ｨ+��ヨシノポリ類 鼎B�

（注）（）内のものは、別名および解説文中に出てきたものである。
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（附表2）和名別　記載名

金古弘之・千藤克彦

種　　名 亢ﾈ����ﾝｨ����kﾂ�一　名　　　他 

魚類 �� 

アカサ ����H囮xｨｹｸ��*ｸ+H*H�｢�赤ギギュウ、赤ネギ、川蜂、赤鯨 ガマハへ、油魚 
アジメドジョウ �#��H4�5x8�ｹｸ��*�+h-��ｨ��ch�8ｾ�ｫ�4�5x8�ｹｸ��*ｸ/�*�/�*�+h-��｢�
アプラハヤ 嶋�I[8ﾇ雹ｸ��*ﾘ+ｸ,ﾘ*h�ｨ��3��H6ｸ8�8ｨｹｸ��,ｨ-�.��｢�
アブラボテ �#��H囗ﾎ�ｸ��*ｸ*(+�/�,�.x�｢�油センパラ 
アマゴ 鼎X�I��ｹｸ��*�-ﾈ+(�｢�山鯨 

アユ 鼎h�8曲��*�.H�｢�アイキヤウ、落鮎、サビアユ イハナ 
アユカケ 鉄(�H78984ｸ6�5ｸｹｸ��-(/�*ｨ,ﾘ+ｨ�｢�

イタセンパラ �#(�9L.捶ｹｸ��*(+ﾘ+�/�,�.x�｢�
イワナ �3H�H�8ｹｸ��*(.ﾘ,��｢�

ウキゴリ 鉄H�6ｦ迄6�5ｸｹｸ��*�.ﾘ,ﾘ+ｨ�｢�川ハゼ 牛紗 

ウグイ �3(�9��ｸ��*H*ﾘ*(�｢�

ウシモツゴ �3h�I68ﾎ���+ﾘ+(*(�｢�

ウナギ 鼎��8鰭ｹｸ��*H,�*ﾈ�ｨ��S��Hﾍ9h8鰭��+(-ﾈ*H,�*ﾈ�ｨ��S8�9x阨b�ジネンジヨ鰻、鰻、鰻鰻魚 
オイカワ ��H�I�ﾆ曝ｹｸ��*�*(*�.ﾘ�ｨ��#8�II(ﾇ雹ｸ��+X.x,ﾘ*h�｢�老Iii、白鯨 

カジカ 鼎8�H4ｨ7Xｹｸ��*��ﾆ禰��cH�H7(984ｸｹｸ��-(/�*ｨ�ｨ��s��I$ｸ��7�984ｸｹｲ�セカブ、ビンカ魚 
（しょうじょうぴんが）、73．山鳥ビンガ（やまとりぴんが） 

カマツカ 祷�IV(7ｨ8ｨｹｸ��+x,�-�.��ｨ��c��9V(4�5x8ｨｹｸ��+x,�*ﾘ+h.��｢�カナクジ 赤目、柳鯨 黒鯉 変ツ干魚 ガマハへ、油魚 
カワバクモロコ �(�H8�986�8h4X����.x/�+�.H*H.�.ｸ+��｢�
カワヒガイ �8�9�ﾇ���+8*ﾘ.x,ﾘ*h�ｨ��X�H弴ﾋ竟�ｹｸ��+X.h*H*�/�.�.ｸ+��｢�
カワムツ ��X�H8�68ｹｸ��-�,(�ｨ�����I�H8�68ｹｸ��*�*�-�,(�｢�

クルメサヨリ ����C�迄����*�.ﾘ+8.h.��｢�

コイ ���INｨﾎ���-�+(*(�ｨ��C��Hﾎ�ｸ��+�*(�｢�

サクラマス �3��Ii�ｹｸ��-ﾈ+x�｢�

サケ 鼎(�Hﾟ飴ｸ��+8*��｢�

サツキマス �3��Ii�ｹｸ��-ﾈ+x�｢�

シマドジョウ �#h�I¥�/iV���-�*ｸ*�.x,x+h.X*H�ｨ��#x�H�V���+X-ﾈ,x+h.X*H�｢�
29．アジメ魚（あじめ） 

スゴモロコ属 度�Ioh��ｹｸ��.(,�*ﾈ.�.ｸ+��ｨ���x�I¥��飴ｸ��-�*ﾈ,(*ｸ�｢�
スズキ 滴�Hｬﾘｹｸ��+x+�*ｸ�｢�

スナヤツメ 鼎��IJｨ69mｨ鰭��.(,(-�*H,�*ﾈ�｢�
タカハヤ 嶋�I[8ﾇ雹ｸ��*ﾘ+ｸ,ﾘ*h�ｨ��3��H6ｸ8�8ｨｹｸ��,ｨ-�.��｢�
タモロコ 塗�H��ｹｸ��.�.ｸ+��｢�砂 川鯉 ザス、川蜂、ギギウ魚、 黒ギギウ、黒ネギ 鱗 赤センパラ 
チチブ 田��Hﾎ���7(984ｸ��+�+h*ｸ-�/�*ｨ�｢�
ドジョウ �#��INｨ苻��-�,x+h.X*H�ｨ��3��I4I$ﾈ��,x+h.X*H�｢�

ドンコ 都��H6�985(68��,x/�+�,(�｢�

ナマズ ��(�N巉ｹｸ��,�-ﾈ+��｢�
ニゴイ ��8�9I(ｹｸ��-ﾘ+(*(�｢�

ネコギギ ����H4ｨ6�6�6�ｹｸ��*�,�,ﾘ+��ｨ�����Hｴﾘﾋ�ｹｸ��*ｸ+H*H�｢�

ハリヨ 鉄��9�ｨｹｸ,ﾘ.�*H*��｢�

フナ �3x�IZ仍ｸ���ﾆ���,��ｨ��C��INｩZ���-�-8,��｢�

（ホトケドジョウ？） ボラ �#X�8孜$ﾂ�3��9�ﾈﾔB�

マハゼ 鼎x�H6�5ｸｹｸ��,ﾘ+ｨ�｢�

ヤマメ �38�9h雹ｸ��,ﾘ*h�｢�
メダカ（ハエの稚魚） ��h�H4ﾘ985(ｹｲ�

ヤリタナゴ �#��8ﾇ雹ｸ��+�/�,�.x�｢�
ヨシノポリ類 　両生類 鼎H�86X986�5(ｹｸ��+�/�+�+��｢�ロレコ 

オオサンショウウオ 鉄X�H6�5X5(ｹｸ��,ﾘ*ﾈ+��｢�鯛魚、ハサコ 

サンシヨウワオ科 　爬虫類 田x�H4�985(ｹｸ��*�/�+��｢�サンシャウウオ、サンセウワオ 

インガメ �#H�I�Xﾘﾈ��-ﾘ+�*�-��ｨ��3X�I�ｸﾘﾈ��+ｨ,�*ｨ-��｢� 
スッポン 　甲殻類 田X�IdH��+x,�-ｸ/��｢�

サワガ二 鉄h�I�隍���*(+X*ｨ,��｢� 
テナガエビ 田��I�ﾈ����*�.ﾘ*h-��ｨ��c8�8詹+x����,H,�*�*h-��｢�
ヌマエビ 鉄x�Hﾖh､9���,ｨ*�*h-��｢�
モクズカニ 　貝類 田��C���､���*�.ﾘ*ｨ,��｢�

カワニナ 鉄��IH花x��,�,��｢�石ツボ 

ドプガイ 田(�9F饉8､ﾈ��-ﾈ*ﾘ+ｸ*ｨ*(�｢�青貝 ツボ 
トンガリササノハガイ 都H�98�､ﾈ��*�+ﾘ,�*ｨ*(�｢�
マンジミ 都(�Hｴｸ��+X+X-ﾘ�｢�

マルタニシ 鉄��I69ﾔx��+ﾘ,�+X�｢�
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和　　　　名 仍ﾙ]ｸﾋ9[h�ﾙ�蝎Z�*����s3吋靺��｢�両国諸Iii棲息魚類（1881年） ����x鍠,ﾈ-ﾈ.ﾘ.�,ﾈｹｸ+ﾘ+����涛��ｨ-�*��

アカサ �*�*�*ﾈ�丿Yk��Y���h�｢�あかぎぎゆう あかねぎ �*�*�*ﾈ�佛8�8�X堅齷|x�｢�

あかざす（加茂） さす（飛騨） さすり（恵那） ねきしや（武儀） 凾｠かざす（ほぼ県下全域） あかねぎ（加子母・東白lii・関） 

かわはち ぎぎゆう（美濃・飛騨） さす �*ｨ,ﾘ+���7弍(�｢�+8+x����ｨ�YHｸﾋH�X岔�8�X抦ﾞ(�R�8ﾉI)�ﾈ�｢�,ｸ*ﾈ,h,ﾈ�儉(竧�Y;Hﾌｸ�｢�

めはち（加茂） 凾ﾟはち（多治見・土岐・瑞浪） 

アシメドジョウ �*�+h-��兀�ｵh�yO)�ｸ�｢�あじめ（美濃・飛騨） �*�+h-���-�-ｨﾊx岔�8刺�｢�

きんかんあじめ（美濃） �*ｸ/�*�/�*�+h-��價ｩJh�YOﾉEｨ�｢�

アプラハヤ（タカハヤ） �*�-H.x-��儖)�ｸ�｢�+ﾘ,�,ﾘ*h���l��｢�あぶら がまはえ くそはえ（美濃） ぬめり（美濃） �*�-H.x�����^ｨ�X岔�8�Y8ﾉI)�ﾆ��｢�*�-H.x-���-�-ｩO)�ｹ�8刺�yk饑8�｢�*ﾘ+ｸ,ﾘ*h�佛8�8�Xｾ��(�X岔�8�X��l��R�����^ｨ�yOﾉEｨ��l��｢�,ｨ-�.��亊h�yOﾉEｨ��l��Y���8�｢�

アブラボテ ��あぶらせんばら �*�-H.x+�/�,�.x�弍)Xﾈ���｢�

きせんばら（美濃“飛騨） �*ｸ*(+�/�,�.x��俾處x�｢�

アマゴ“サツキマス �*�-ﾈ+(���l��xﾆ)=��y���h�YO)�ｸ�｢�+X-ﾈ�儖)�ｸ�｢�+ﾘ,�-�.x�佝)=��｢�あまご（美濃“飛騨） ます（美濃・飛騨） �*�-ﾈ+(�佛8�8�YY�ﾇﾉ�ﾈ�XﾚｩOh�Y:�ｻH�R�')68�｢�+X-ﾈ��ｩ�8�YHｸﾋH�YJｩJh�YOﾉ¥��ﾂ�(i,4末��yWI&ﾘ�｢�+ﾘ,�-�.x�俥(岑�Y(i,9�ﾈ�｢�

ます（可児“羽東“各務・安八・ 　加茂“方県“飛騨） 凾ﾜす（八幡・根尾） 

アユ �*�.H�儖ﾉEｨ�yO)�ｸ�｢�あいぎょう（二年もの） �*�*(*ﾈ.X*H�價ｩJh�Y$ｨｸ(�｢�

あゆ（美濃） �*�.H��-�-ｨﾊx岔�8刺�｢�

おちあゆ さびあゆ �*�+�*�.H��-�-ｨﾊx岔�8刺�｢�

アユカケ ��ぴんがはぜ（美濃） ��

イタセンパラ �+�/�,�.x�儖ﾉEｨﾙ�>��(ﾅ8�｢�いたせんばら（美濃一飛騨） �*(+ﾘ+�/�,�.x�弍)Xﾈ�Y�ﾉEｨ,ﾉ[ﾙnﾉYH�｢�+�/�,�.x���X･�ｩ���8�Y')68�｢�

イワナ �*(,ﾘ,��儖)�ｸ�｢�*(.ﾘ,��佝)=��｢�いわな（美濃一飛騨） �*(.ﾘ,���-�-ｨﾊx岔�8刺�｢�

そうたけ（飛騨） やまたけ（飛騨） 凾ｻうたけ（朝日・小坂・萩原・下呂－ 　　付知・東白川） 

ウキゴリ �,ﾘ+ｨ���Jｨ自�ﾘﾇﾈ�ｨ���かわはぜ（美濃・飛騨） �*�.ﾘ,ﾘ+ｨ�免侭8x�｢�

ウグイ �*�*�*H*���(髦�Xﾆ)=��｢�*H*�*(���8ﾈ�X��Jｨ�YY�ｵh自�ﾘﾇﾈ�ﾂ�(i8��Xﾆ)=��YO)�ｸ�｢�*H*�*(,ﾘ*h���l��｢�うぐい（美濃・飛騨） �*�*�*H*��仞��(�X��l闔ｩ(i,9�ﾂ���OﾉEｨ��l��｢�*H*�*(��-�-ｨﾊx岔�8刺�｢�

ウシモツコ �*H+X.�.ｸ+����Jｨ�｢�うしもろこ �*H+X���8x�Yf駟8�｢�*H+X.�.ｸ+��弍)Xﾈ�Ywｹ��｢�

たごい（美濃・飛騨） �+ﾘ+(*(�亊h�｢�*�/�*�.�.ｸ+��亊h�｢�

ウナギ �*(.�*H,�*ﾈ�兀�ｵh�｢�*H,�*ﾈ�儖ﾉEｨ�｢�-ﾈ*H,�*ﾈ�兀�ｵh�｢�うなぎ（美濃一飛騨） �*H,�*ﾈ��-�-ｨﾊx岔�8刺�｢�

おちうなぎ �*�+��丶9,8�｢�

ごまうなぎ じねんじょうなぎ �+(-ﾈ*H,�*ﾈ�僮)+��X�9��,8�｢�

オイカワ �*�*(*�.ﾘ���8ﾈ�xｦYk��y���h�R�おいかわ（美濃・飛騨） しらはえ（美濃・飛騨） �*�*(*�.ﾘ�冖�'��YVt末��YJｩU9,8�Xﾅ8�8ﾅ2�

安八“加茂“武儀“中嶋） 剌縺E各務原“白IIi・他） 

しらはえ（美濃国内12郡） 凾ｵらはえ（高山“ほぼ美濃地域全域） 



42 金古弘之・千藤克彦

（附表3－2）魚類取調書と産物帳に関係する方言名

和名 仍ﾙ]ｸﾋ9[h�ﾙ�蝎Z�*����s3吋靺��｢�両国諸川棲息魚類（1881年） ����X鍠,ﾈ-ﾈ.ﾘ.�,ﾈｹｸ+ﾘ+����涛��ｨ-�*��

カジカ �*(+X-H+X�����h�YY�ｵh�Y�ﾘﾇﾈ�｢�*(+X-H+��兩ｸﾊx�｢�*�+h*��佝)=��｢�*�/�-H,(�����h�｢�+�,�*��ﾈ�x*ﾘ�儖)�ｸ�｢�-(/�*ｨ�兀�ｵh耳�(髦�X��l��｢�か′；く（美濃・飛騨） しょうじょうぴんが（美濃・飛騨） せかぶ やまどりぴんが �*(+X�ﾆ畔�僮)+��｢�*岬�*ﾘ��*�?ｨ�x擁68�Xﾅ8�8�｢�*ｨ/�-H,(���9��,8�｢�+�*�-X�價ｩJh�YOﾉ¥��｢�+�,�*�-H�儖)�ｸ�yVvﾆ曝�YWI&ﾘ�X����^ｨ�R�����YI)�ﾈ耳ﾅ8�8�｢�-(/�*ｨ�儖ﾉEｨ�Xｭh�Xｯ)Xﾈ�yJｩU9,8�｢�.(-ﾈ,h.�-(/�*ｨ�儖ﾉEｨ�Y;Hﾌｸ�Xｭh�｢�

カマツカ �*�,�*ﾘ+h���8ﾈ�X��Jｨ�x�(髦�Xﾆ)=��｢�*ﾘ+h*�,��丿Yk��YW9Fｨ�Xﾏｩ8ﾈ�Y_ｸﾊx�｢�+x+�+h��')68�｢�+x,�*�*ﾘ+X���l��｢�+x,�*ﾘ*ﾘ.��兀�ｵh�｢�かなくじ すなくじり �*�,�*ﾘ+h�儖ﾉEｨ��l��Xｭh�Xﾘ)W��X濶Xﾈ�R�f駟8�T末�8��ywｹ��｢�*ﾘ+h*�,��儖ﾉ¥��YOﾉEｨ�Y;Hﾌｸ�YY�ﾇﾆﾄ白�ｯ)Xﾈ�｢�+x,�*ﾘ*ﾘ.��仞��(�YI)+��YOﾉ¥��｢�

すなくし（可児） 凾ｷなくし（金山・ほぼ美濃地域全域） 

すなくじり（石澤） 凾ｷなくじり（郡上・恵那郡・岐阜・ 　藤橋） すなほり（高富） 

すなはり（安八一不破） �+x,�,ﾘ.��儖ﾉEｨ�YO)�ｸ�｢�

すなむくり（恵那） すりこり（石澤） だんぎほう（武儀） どうせん（可児・恵那） 凾ｷなもくり（中津川・福岡・蛭川・ 八百津） だんぎぼ（岐阜付近） だきんぼ（白鳥・美並・岐阜） どうせん（東濃・八百淳一御嵩・和良・ 金山・東白川） 

カワバタモロコ ��らんちゆうもろこ（美濃・西濃） ��

カワヒガイ �*�*�-���(髦�｢�-�*�*��兀�ｵh�｢�あかめ やなぎはえ さくらはえ（美濃） しょうげんもろこ（美濃） �*�*�-��刎�|x�xﾘ)W��Y�ﾉ8x�Xｧﾘ鉙�｢�+8*ﾘ.x,ﾘ*h��ｩ�8�X�(髦�YOﾉEｨ��l��R�OﾉEｨ�Xｭh�Xｯ)Xﾈ�Y�ﾉEｨ�｢�+X.X*H+�/�.�.ｸ+��冲ｹN9�ﾈ�｢�-�*�*��弍)Xﾈ�Yf駟8�｢�

やか叛加茂・可児・武儀） 凾竄ｩぶ（下呂・関・美濃加茂・岐阜） 
カワムツ �*�*�-�,(��(髦�｢�*�*�.�,h�儖)�ｸ�｢�-�,(�丿Yk��Y�騅ﾘ耳��l闔ｩY�ｵh�R�あかむつ（美濃・飛騨） むつ（美濃・飛騨） �*�*�-�,(�俘(�(自��粕��x-�-ｩOﾉE｢�&闔i�8刺�｢�*�*�.�,h���9n鞐ﾈ�Y*�?ｨ�X岔�8�r�����^ｨ�YI)�ﾈ�YI)+��YJｩJh�｢�-�,(�俘(�(�Xﾙ�Wｸ�Y*�?ｨ�xｷh�穎ﾈ�ﾂ�

不破・山県“恵那） 剩n瀬・金山・美濃国） 

むつはえ（可児） 凾ﾞつはえ（益田郡・恵那郡一加茂郡・ 　　郡上郡） 

カワヨシノポリ �*(+X.�+����Jｨ�｢�*H.�.��兀�ｵh�｢�*ｸ+�.�+��丿Yk��｢�+(.�/��儖)�ｸ�｢�+�,�*ﾘ���l��｢�+�,�+��兀�ｵh�｢�ちんちこ（美濃一飛騨） ぴんが（美濃“飛騨）？ �*H.�.��兀�ﾇﾆﾆ迄�Xﾘ)W��X堅齷|x�Xｯ)Xﾈ�｢�+(.�/�+��亶ｸ�｢�+�,�+��佛8�8�｢�+�/�+�+��俑ｩOh�Y���8�X鏐ｭ��Y$ｨｸ(�R��Ynﾈ�YtｹN9�ﾈ�Y')68�｢�-(/�*ｨ�價ｩU9,8�Xﾘ)W��｢�

ろれこ �.ｸ.ｨ+��佩I�8�X�(髦�YOﾉEｨ��l��｢�

クルメサヨリ ��かわさより（美濃） �+8.h.��丶9,8�X秤8x�｢�

コイ �+�*(��案��X��Jｨ�X��l闔ｩW9Fｨ�R����ﾘﾇﾈ�y(i8��x�(髦�y_ｸﾊx�｢�くろごい �*ﾘ.ｸ+(*(�侈x岔�8刺�｢�

こい（養殖一恵那郡） �+�*(�侈x岔�8刺�｢�

ひごい（養殖・恵那郡） �-�+�*(�侈x岔�8刺�｢�

モツゴ �.(,�*ﾈ.�.ｸ+����Jｨ�y(i8��｢�やなぎもろこ（美濃） ��

サケ ��さけ（飛騨・富Iii） �+8*��侈x岔�8刺�｢�

サツキマス �-ﾈ+x��(髦�X秤8ﾈ�XｦYk��X��Jｨ�R���l��y_ｸﾊx�YO)�ｸ�｢�ます（美濃） �-ﾈ+x�價ｩJh�XﾚｩOh�｢�



『美濃飛騨両国諸川棲息魚介図　附魚類取調書』に見る明治期の岐阜県内の水生生物相

（附表3－3）魚類取調書と産物帳に関係する方言名
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和名 仍ﾙ]ｸﾋ9[h�ﾙ�蝎Z�*����s3吋靺��｢�両国諸Iii棲息魚類（1881年） ����X鍠,ﾈ-ﾈ.ﾘ.�,ﾈｹｸ+ﾘ+����涛��ｨ-�*��

シマドジョウ �*�,�-���(i8��X�(髦�Y�ﾘﾇﾈ�｢�+ﾘ*�,ﾈ,ﾘ���Jｨ�｢�-�*ｸ*�.x���Jｨ�Y(i8��X�(髦�Ygｹ�8�｢�-�*ｸ*�.x,x+h.X*H�����h�｢�-�*ｸ,��佝)=��｢�-�*ｸ.ﾘ.x�����YY�ｵh�｢�しまどじょう むきからどじょう（美濃） �*�/�,�-����X･��｢�+X-ﾈ,x+h.X*H�俛�Wｸ�Y')68�｢�+ﾘ*�,ﾈ,ﾘ,x+h.X*H�弍)Xﾈ�YO)�ｸ�｢�-�*ｸ*�.x���X･��｢�-�*ｸ*�.x,x+h.X*H���Hﾊ��X擁68�Xﾅ8�8�R�I)�ﾈ�X����^ｨ�Y�ﾉEｨ�｢�-�*ｸ,��俘(�(�Xﾆ)=�8�Xｾ��(�X��l霰8�R�ﾅ8�8�YOﾉEｨ�｢�-�*ｸ.ﾘ.x,x+h.X*H�價ｩU9,8�yI)�ﾂ�OﾉEｨ��l闔ｨｭh�R���ｸ�Y�(皐�｢�

コウライモロコ？ ��むきつく（美濃） �-�*ｸ,(*ｸ�儖ﾉEｨ��l��X��l霰8�Vﾆ侭8��R���ｧﾘ鉙�yOﾉEｨ�xｭh�Xｯ)Xﾈ�Yf駟8�｢�-�*ﾈ,(*ﾘ�弍)Xﾈ�｢�

スズキ �+x+�*ｸ��案��X��Jｨ�Yiﾈﾊx�｢�-ﾈ+�*����Jｨ�｢�すずき（美濃） �-ﾈ+�*��丶9,8�｢�

スナヤツメ �.(,(-��兀�ｵh�yO)�ｸ�｢�やつめうなぎ（美濃・飛騨） �.(,(-��僮)+��YY�ﾇﾄ又��xｯ)Xﾈ�y�ﾉ8x�｢�.(,(-�*H,�*ﾈ���8ﾊy4��｢�

ドジョウ �*H-ﾈ��(i8��｢�*H-ﾈ,x+h.X*H���8ﾈ�X��Jｨ�Ygｹ�8�｢�+h,x+h.X*H�冏ｹ�8�｢�,x+h.X*H�侈y>��8刺�｢�,ｨ-�.��兀�ｵh�｢�どじょう（美濃・飛騨） ひどじょう �*H+X,x+h.X*H�儖ﾉEｩ+y|y�ﾈ�｢�,x+h.X*H��7弍(�YJｩU9,8�xﾎI�8�Ygｹ�8�R�')68�Ywｹ��｢�

ドンコ ��どんこつ �,x/�+�,(�儖ﾉEｨ��l��Xｭh�Xｯ)Xﾈ�Xｧﾘ鉙�r�gｹ�8ﾅ8�ytｹN8ﾅ8�Y�X･��｢�

ナマズ �*�,ｸ+ﾘ+ﾘ*ｸ�儻9Fｨ�｢�なまず（美濃“飛騨） �*�,ｸ+ﾘ+ﾘ*ｸ�亊h�｢�

なまず（ほぼ美濃全地域） 凾ﾈまず（御嵩・美濃加茂・北方・ 武芸Iii－伊自良・上石津） 

ニゴイ �,�+(*(�兩ｸﾊx�｢�かわこい みごい（美濃・飛騨） �*�.ﾘ+�*(��i68�X��l��X�(髦ﾅ8�Xﾅ8�8�R�ﾆ)=�8�YY�ｵhﾅ8耳ｯ)Xﾈ�｢�,�+(*(�俘)W��｢�

みごい（安八“加茂“武儀“可児） 凾ﾝごい　Oii島・関・岐阜） 

ヌマチチブ �+�,�-X���Jｨ�｢�こしきびんが（美濃・飛騨） �+�+h*ｸ-�/�*ｨ�亊h�｢�

ネコギギ �*ﾘ.ｸ+8+x���l��｢�+8+x�兀�ｵh�｢�かなはち（美濃・飛騨） かわはち きざう（美濃一飛騨） きざう くろききう くろねぎ �*�,�,ﾘ+��弍)Xﾈﾊx�｢�*ｸ+H.H*H�亊h�｢�*ﾘ.ｸ+8+x��*�?ｨ�x岔�8�Xｾ��(�X����^ｨ�R�I)�ﾈ�YOﾉ¥��YOﾉEｨ耳ｭh�｢�*ﾘ.ｸ,ｸ*ﾈ�����^ｨ�Y8ﾉI)�ﾈ�YI$末��｢�

さす �+8+x�儖ﾉ¥��YOﾉEｨ�xｭh�｢�

（はえ） �,ﾘ*h�侈y>��8刺�｢�はえ ��

ハリヨ �,ﾘ.�*H*������h�｢�はりうお（美濃） �,ﾘ.�*H*���俾處x�Xｯ)Xﾈ�Yf駟8�y���8�R�鏐ｭ��Yfｹ_ｸ�Y�9>ﾈ�｢�

フナ �+�-H,����Ynﾈ�｢�-8,��儖ﾉE｣��ﾅ8,iO)�ｸ�｢�ひ′主な（郡上郡） �-�-8,��佛8�8�｢�

′；、な（美濃） ��ﾈ�x��,��弍)Xﾈﾊx-�-ｩ�8刺�｢�

ボラ �-ｨ.x���Jｨ�Yiﾈﾊx�｢�かわぼら（美濃・揖斐Iii） ぼら �*�.ﾘ-ｨ.x�儖ﾉEｩ[ﾙnﾈ�｢�

マハゼ �,ﾘ+ｨ���Jｨ�Y�ﾘﾇﾈ�｢�はぜ（美濃） ��

メダカ �*�,h���l��｢�*�,h,ﾘ*h��(髦�｢�*H*ｸ��(i8��｢�*H+8+x��案��XｦYk��x��Jｨ�Y(i8��｢�*H*ｸ,ﾘ*h���Jｨ�｢�きんこ（美濃一安八郡） ��

もろこ） �.�.ｸ+��儖ﾉEｩ&闔i�8刺�｢�もろこ（美濃一飛騨） ��
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（附表3－4）魚類取調書と産物帳に関係する方言名

和名 仍ﾙ]ｸﾋ9[h�ﾙ�蝎Z�*����s3吋靺��｢�両国諸川棲息魚類（1881年） ����X鍠,ﾈ-ﾈ.ﾘ.�,ﾈｹｸ+ﾘ+����涛��ｨ-�*��

ヤマメ・サクラマス �*�-�-ﾈ+x�儖)�ｸ�｢�,ﾘ*h�儖)�ｸ�｢�はえ（飛騨“宮Iii・他） ��

ます（飛騨） �-ﾈ+x�儖)�ｸ�｢�

ヤリタナゴ ��あかせんばら せんばら（美濃“飛騨） ��

両生類 �� ��

オオサンショウウオ �+8/�+X.h*H*H*��儖)�ｸ�｢�はぎこ（美濃） �,ﾘ*ﾈ+��佛8�8�Y8ﾉI)�ﾈ�YI)�ﾈ�｢�

サンシヨウワオ類 ��あんこ �*�/�+��兀�ｵh�yI)�ﾈ自�Y���｢�

さんしよううお �+8/�+X.X*(*���8ﾉI)�ﾈ�｢�

爬虫類 �� ��

インガメ �*(+X*ｨ-���(髦�xﾆ)=��｢�いしがめ ��

カメ類 �+x,�-ｸ/��儖)�ｸ�｢�ぜにがめ（美濃・飛騨） 

スッポン �,h*H*�-��儖)�ｸ�｢�みずがめ〔美濃・飛騨） 

とち（石澤・安八・中嶋・羽東“ �*�-��

厚見一武儀“加茂・可児） �+x,�-ｸ/��儖ﾉEｨ�YO)�ｸ�｢�

甲殻類 ��いしがに（美濃“飛騨） ��

サワカニ �+8+8*ｨ,��ｸｦYk��Xﾆ)=��｢� ��

さわがに（武儀） やまがに（武儀） �+x.(-ﾈ*ｨ,��-x,�*�,�� 

テナガエビ ��かわえび（養老郡） てなかえび（養老郡） ��

モクズカニ �*�.ﾘ*ｨ,��兀�ｵh�｢�かわがに（美濃“飛騨） づがに ��

貝類 �� ��

カラスガイ �*�+ﾘ,�*ｨ*(��')68�yY�ｵh�｢�かたながい（武儀郡） ばら、んがい（美濃一飛騨） �*�+ﾘ,�*�*(�亊h�｢�

どうぴん（安八・中嶋） 凾ﾇうぴん（南濃・川島・海津） 

まくそがい（方県） みそがい（加茂“可児・土岐“恵那） 凾ﾜくそがい（関） 

カワシンジュガイ �*�*�*ｨ*(�儖)�ｸ�｢�あおがい（飛騨） ��

カワニナ ��いしつぼ にな（美濃・飛騨） ��

タニシ ��たにし（美濃“飛騨） ��

マンジミ ��ししみ（美濃・飛騨） ��


